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この報告書は、町道北高木小林線建設事業に伴い、大島町が平成 9

年度から3箇年に亙って調査を実施した小林遺跡の発掘調査報告であ

ります。

小林遺跡は、射水平野の重要な河川の一つである神楽川流域に立地

し、弥生時代から江戸時代に亘る複合遺跡として知られてきました。

小林遺跡として初めて発掘調査を実施した今回の調査では、弥生時代

以降の各時代の遺構・遺物が検出され、この地には連綿と人々が生活

を営んでいたことを実証してくれました。

この発掘調査の成果が、文献には表れない民衆生活の解明や学術研

究等の参考となり、埋蔵文化財に対する理解ならびに保護の一助とな

れば幸いです。

最後に、発掘調査にご理解とご協力いただきました地元の皆様をは

じめ、調査中や整理期間中に様々なご指導を賜 りました関係諸機関の

皆様に厚くおネL申 し上げます。

平成15年 3月

大島町教育委員会

教育長 亀 谷 慶 英



例   言

1 本書は、町道北高木小林線建設事業に先立ち実施 した、富山県射水郡大島町小林地内に所在する

小林遺跡の発掘調査報告である。

2 調査は、大島町役場建設課 (現 :産業建設課)に委託を受けて、大島町教育委員会が実施した。
3 調査事務局は大島町教育委員会事務局生涯学習係に置き、学芸員田中 明が調査事務を担当し、

事務局長草野信正 (平成 9年度)・ 竹内三和 (平成10。 11年度)力S総括した。

4 調査期間・面積・担当者は以下のとおりである。

調 査 期 間 平成 9年度 平成 9(1997)年 8月 20日 ～平成 9(1997)年 12月 17日 (実働64日 )
平成10年度 平成10(1998)年 5月 ■日～平成10(1998)年 9月 9日 (実働62日 )
平成11年度 平成11(1999)年 4月 6日 ～平成12(2000)年 1月 13日 (実働 134日 )

調 査 面 積 平成 9年度 1,000♂

平成10年度 2,300r

平成11年度 4,300ぽ

調査担当者 大島町教育委員会 生涯学習係   学芸員  田中  明
同   上   調査員  中村 恭子
同   上   調査員  大友喜代子

5 本書の編集・執筆は、調査担当者田中がこれにあたった。
6 木製品樹種同定分析は、働吉田生物研究所に委託 し、その成果について報文を得た。
7 現地調査ならびに資料整理にあたって、下記の方々からご協力を頂いた。記して謝意を表したい。

(敬称略・順不同)

岸本雅敏・宮田進―・池野正男・久々忠義・神保孝造・島田修―・岡本淳一郎・高梨清志・越前

慶祐・京田良志・鈴木景二・根津明義・岡田一宏

8 現地調査にあたっては、社団法人大島町シルバー人材センターの協力を得た。記して厚 く御ネL申
し上げる。

9 本書の挿図 。写真図版に用いた方位は磁北、標高は海抜高である。なお、遺構の標記にあたって
は略号を用いた。使用した略号は下記のとおりである。

SD:溝 。河川、 SK:土 坑、 SB:掘 立柱建物、SE:井 戸、SX:不 明遺構、P:柱穴
10 本書で用いた土層の色調は、小山正忠・竹原秀雄編著 F新版標準土色帖」(1997年版)に準拠し

ている。

■ 出土品ならびに記録資料は、大島町教育委員会が保管している。
12 資料整理業務の参加者は下記のとおりである。

新中洋子 。江幡幸子・高瀬直子・畠山りえ子・三箇正子・中嶋由利子・林紀予子 。藤井真紀子・

吉田和永・井上啓子・野村英美子
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第 1章 位置と環境
大島町は、富山県西部にあり、射水平野の中央に位置している。町の西側には飛騨高地に源を発す

る庄川が流れ、その庄川を挟んで高岡市、東は小杉町、南に大門町、北に新湊市と接している。この

射水平野は沖積層で、その大半が約6,000年前の縄文海進期に、現在富山新港となっている放生津潟

が射水丘陵付近にまで入り込み、町の大部分も海面下にあったことが想像される。その後、和田川・

神楽川・下条川・鍛冶川の土砂堆積により潟が狭められ陸地化し、低湿地帯が広がる射水平野を形成

していつた。町は全体に平坦で、標高は3～ 8mを測る。

小林遺跡は、弥生時代中期から江戸時代に至る複合遺跡であり、和田川が形成した微高地上に立地

している。この和田川は現在庄川へ合流しているが、もとは東神楽川と西神楽川の二つの流れとなっ

て放生津潟へ注いでいた。舟運が重要な交通手段であった頃に砺波郡東部と射水郡を結ぶ東西神楽川

流域内に立地していたことがうかがえる。周辺には、奈良・平安時代の川跡から木簡、人形、人面墨

書土器などが出上し、県内有数の祭祀場であった北高木遺跡、同遺跡北側に一連の遺跡と考えられ墨

書土器、布目瓦、などが出土した高木・荒畑遺跡がある。
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第 1図 遺跡の位置 と周辺の遺跡 (1/25,000)
1.小林遺跡 2.鳥取遺跡 3 新開発遼跡 4.水上・
8 八塚鍵 跡 9.八塚土田遺跡 10 八塚A遺跡 11.
15.北高木遺跡 16.中 野嘘 跡 17 中野A遺跡 18.

5.熊野神社遠跡 6 赤井遺跡
12.小 島遺跡 13 南高木B遺跡
19 若杉遺跡 20.北野B遺跡

本開発遺跡

八塚C遺跡

中野北遺跡

―-1-―

7.小林南遺跡
14.南高木嵯 跡
21.三ヶ・本開発遠跡



第 2章 調査の経緯と経過
第 1節 調査に至る経緯
平成 6年度、大島町は町道北高木小林線の新設道路工事を計画した。大島町教育委員会は町建設課

(現 :産業建設課)か ら、路線計画地内の埋蔵文化財包蔵地の有無、その取り扱いについて照会を受

けた。これに対し町教育委員会は、事業計画地が周知の埋蔵文化財包蔵地である小林遺跡であること

から、今後の対応につき富山県埋蔵文化財センターと協議を図り、事業計画地約10,000rを対象とし

た試掘調査を実施することとなった。

平成 7年 10月 、町教育委員会に調査員がいない為、県埋蔵文化財センターから調査員の派遣を受け

て、試掘調査を実施した。調査は対象面積約10,000♂に49本の試掘 トレンチを設定し、重機及び人力

により地表面下30～ 100cmの遺構面まで掘り下げ、遺物包含層と遺構の有無を確認した。試掘調査に

よる発掘面積は700♂で全体の 70/Oで あつた。調査の結果、事業計画地の北端、町道中野本開発線取

り付け部分を除きほぼ全域から遺構・遺物が確認されたため、遺構の保護措置について町教育委員

会・町建設課・県埋蔵文化財センターの三者による協議を重ねた。道路事業の性格上、計画変更によ

る現状保存は極めて困難であり、記録保存を前提とした発掘調査を実施する方向で協議は進められた。

これに伴い町教育委員会では発掘調査の計画策定を進めたが、調査員採用の問題を抱え膠着状態が続

いた。平成 9年度に入り、町職員として学芸員が採用されたことで調査体制が整い、懸案事項が合意

に達し8月 下旬より1,000♂の本調査を実施した。同様に平成10年度は2,300ド、平成11年度は4,300♂

と3年度に亘る発掘調査に着手することとなった。

第 2節 調査の経過と方法
調査対象地は、農道、排水溝で南北に9分害Jさ れているため、便宜上A～ I地区とし調査を進める

ことにした。平成 9年度はA～ B地区 (1,000ぜ )、 平成10年度はB～ D地区 (2,300♂ )、 平成11年度

はE～ I地区 (4,300♂)の調査を行い、調査総面積は7,300♂である。試掘調査の結果、本遺跡は時

代の異なる遺構が検出される複合遺跡であるということで、文化層を2面に分けて調査を実施した。

従つて実際調査した図化面積は約 2倍に亘る。

発掘調査は試掘調査の結果をもとに重機による表土・耕作土の除去を、調査員立ち会いのもと行っ

た。その後、調査対象地の区画にあわせて10m間隔に測量基準杭の打設を行い (第 2図 )、 X軸 を南

北にY軸を東西に2× 2mを 一区画とした調査区を設定した。続いて、第一層目の遺構確認面の精査、

遺構の検出を行った。検出した遺構にはマーキングを行い、平板測量による遺構概略図を作成した。

次に、遺構に便宜上の番号を設定し、各々の遺構に適宜、土層観察用の畦を残し掘削を開始した。

遺構掘削後は各遺構の断面を20分の 1で実測し図化を行った。遺構の平面全体図は航空写真測量を行

った。各遺構の断面写真は35硼カメラで、遺物出土状況や個別の完掘写真・ブロック写真はブロニー

版もあわせて撮影した。実機ヘリコプターによる空中撮影終了後は最終レベルの確認・記録、遺物の

採集を行った。また、空中撮影のために残しておいた畦などを取りはずし、遺構の完掘を確認し第一

層目の調査を終了した。引き続き、第二層目も同様に第一層目の遺構検出面を掘り下げ、遺構確認面

の精査、遺構の検出作業から順に進めた。

平成 9年度は平成 9年 8月 20日 ～12月 17日 (実働64日 )、 平成10年度は平成10年 5月 ■日～9月 9

日 (実働62日 )、 平成■年度は平成11年 4月 6日 ～平成12年 1月 13日 (実働134日 )と長期に亘る発掘

調査を終了した。
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第 3章 調査の概要
第 1節 地形と層序
小林遺跡は、和田川によって形成された微高

地上に位置し、その支流である東西神楽川に挟

まれている。現況は標高4.5m前後を測 り、北か

ら南に向かって緩やかに傾斜する。

調査区付近は昭和28年にほ場整備を受け、調

査区の中央を南北に走る農道を境に、東側が西

側より低 くなり削平を受けている。幅16～ 18m

の調査区には、農道 。旧用水が中央を縦断して

おり、撹乱をひどく受けている。

調査区の基本層序について記述する。その層

序は概ね 5層 に区分できる。 1層 は褐灰色～灰

黄褐色砂質土で表土・耕作土である。 2a層 は

灰色～灰オリーブ色シル トで上層、 2b層 は灰色～オリーブ黒色シル トで下層と共に遺構検出面であ

り、古代から近世の遺物包含層でもある。この 2層 は色調の違いによりa・ b層 と分けたが、ともに

酸化鉄を豊富に包含している為、同一層位として捉えることとする。 3層 はオリーブ黒色～黒色粘質

シルトで弥生中期から古墳時代の遺物包含層である。 4層 は明青灰色～緑灰色粘質シルトで、遺物の

包含が認められないため、これより下層は地山と判断する。

第 2節 遺構と遺物 (上層面 )
第 1項 A地区
1号溝 (S D01、 第 4・ 7・ 9図、図版 5。 9,14)

A地区の北側に位置する東西方向の幅120cm～ 210cllaの溝である。途中撹乱により少し途切れるもの

の全長約17mを検出し、両端とも発掘区外へ伸びる。深さは30cm～ 45cmを測る。北東端部付近からS

D02が南北方向に伸びるが、 S DOlは これよりも古い。遺物は弥生土器・須恵器・土師器が出土 して

いる。第 9図 2は須恵器杯 Bである。直線的に斜め上方に伸びる口縁部をもち口径に比して高さが低

い器形で、 8世紀第 2四半期のものである。 4は須恵器杯Aで、体部外面に「長」の墨書が残る。 7

は内面が黒色処理された土師器椀である。

3号溝 (S D03、 第 4・ 7・ 9図、図版 5。 14)

A地区の西側に位置する幅70cm～ 90cmの溝である。南北方向に直線的に伸び、全長約26mを検出。

南端は発掘区外へ伸びるが、北端では S D02に 切られていることからS D02よ り古い。断面は逆台形

を呈し、深さは5cm～ 15cmと 浅い。覆土は灰色～灰オリーブ色粘質シル トである。遺物は須恵器・土

師器が出土している。第 9図 13は口径11,3cm、 高さ3.8cmの須恵器杯 H身である。たちあがりをもつ杯

身の終末にちかい形態で、時期は 7世紀第 2四半期のものか。18は土師器甕。直線的に外傾する口縁

部に外傾する端部が付 くもので、内外面ハケメ調整である。時期は 7世紀後半から8世紀前半のもの

である。

包含層出土遺物 (第 9図、図版14)

包含層からは須恵器 (杯・杯蓋・壼)・ 土師器 (ミ ニチュア・高杯・皿)・ 珠洲甕が出土している。

鰯

3層

4層

第 3図 基本層序模式図
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第 2項 B地区
9号溝 (S D09、 第 4,10図、図版14)

B地区の西側に位置する南北方向の自然流路である。溝の掘 り込みが確認されなかったため、谷部

としておく。谷肩部の落ち際から測つて、幅60cm～ 350cmあ り、全長約22mを検出した。途中交差す

るS D10,S Dllよ り古い。遺物は須恵器 。土師器が出土している。第10図 35は須恵器長頸重。37は

須恵器甕。口径32.3cmを測り、口縁部が外反し端部が外傾 して下方に引き出すもの。体部外面はタタ

キ後カキメ調整、内面は同心円文当て具である。38は土師器甕。口縁部が屈曲し端部を上方につまみ

上げ、外端面は面をとり、中央が僅かに窪む。 8世紀後半のもの。

33号溝 (S D33、 第 4・ 7・ 10図、図版 9)

B地区の中央部に位置する南北溝である。幅70cm～ 140cm、 全長約15mを 検出した。北端部はSD

12に合流し、南端部はC区へ伸びる。深さは10cm～ 30cmを測 り、覆土は灰色～オリーブ黒色粘質シル

トである。遺物は須恵器が出上している。第10図47～ 49は須恵器双耳瓶。47・ 48は単孔、491ま二孔の

耳が付 くもので、時期は 9世紀末～10世紀前半にかけてのものである。

包含層出土遺物 (第 11図、図版15)

包含層からは須恵器・土師器
。珠洲・中世土師器・青磁・伊万里が出土している。第10図52～ 58は

須恵器杯 A。 口径は10.8cm～ 14.3cmの ものがあり、底部外面を除く内外面はロクロナデ、底部外面は

ヘラ切り痕跡を消すためナデ調整となっている。62の底部外面にはヘラ記号があり、63の底部外面に

は「□人」の墨書が残る。64～ 701よ須恵器杯B蓋で時期は 8世紀～ 9世紀前半である。口径は11.8cna

～18.5cmを 測る。73～ 75は珠洲甕。76は 2.Ocm幅に卸目9条の珠洲悟鉢。13世紀中葉～14世紀第 3四半

期のものである。79は内面が黒色処理された土師器椀である。

第 3項 C地区

35号溝 (S D35、 第 5'7。 12図、図版 5,9。 16)

C地区の南西隅を南西から北東に向かって直線的に流れ、中央部でカーブして束に折れる溝である。

幅50cm～ 280cm、 全長約45mを検出した。途中交差する S D36よ り古い。断面は不整形を呈し、覆土

は粘質シルト。遺物は弥生土器・須恵器・土師器が出土している。第12図 86は 6世紀代の須恵器盟か。

内面に緑色自然釉がかかる。91は土師器の足鍋の脚。全面に煤が付着しており、時期は10世紀前半の

ものである。

16号土坑 (S K16、 第 5'7図 、図版 5)

S D34の 北側に位置する円形土坑である。規模は直径60cm、 深さ12cm。 断面は皿状を呈し、灰色～

オリーブ黒色粘質シルトが堆積する。遺物は土師器が出土している。

17号土坑 (S K17、 第 5'7図 、図版 5)

S D34の北側に位置する円形土坑である。規模は直径50cm、 深さ5cm。 断面は皿状を呈し、灰色～

オリーブ黒色粘質シルトが堆積する。遺物は土師器が出土している。

包含層出土遺物 (第 12図、図版15。 31)

包含層からは須恵器・土師器・珠洲・中世土師器・伊万里・越中瀬戸・金属製品が出土している。

第15図 97は須恵器杯 H身である。時期は 7世紀第 2四半期。107は体部外面にヘラ記号があり、透か

し孔をもつ須恵器円面硯である。108は越中瀬戸の陶器皿。見込みに菊の印花 と直接重ね焼きした痕

がある。109は貝の文様を型どつた伊万里の型押し成形による紅皿で18世紀末～幕末頃のものである。

1■は手づ くね成形によるミニチュア土器。時期は 5世紀後半のものである。117・ 118は銅銭。117は

渡来銭の開元通賓 (初鋳621年)である。
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第 4項  D地区
37号溝 (S D37、 第 5・ 8・ 13図、図版 5。 16・ 31)

D地区の北東隅を東西に直線的に流れ、調査区西端部手前でカーブして南に折れる溝である。幅

100cm～ 380cm。 全長約56mを検出し、両端とも発掘区外へ伸びる。断面は不整形を呈 し、深さは10cm

～25cm、 覆土は粘質シル トである。遺物は須恵器・中世土師器・越中瀬戸 。伊万里が出土 している。

第13図 122～ 125は須恵器杯 B。 128は須恵器甕の口縁部、口径16.5cmで 回頸部に細線の櫛描波状文が

施される。時期は 6世紀後半～ 7世紀前半のもの。130～ 132は非ロクロ成形の中世土師器皿。136は

コンニャク印判の伊万里碗。体部外面に団鶴を描き、時期は18世紀後半である。

包含層出土遺物 (第 13図、図版 16。 31)

包含層からは須恵器・土師器・中世土師器・唐津・越中瀬戸・金属製品が出土 している。第13図

137～ 141は須恵器杯 B。 141は 内底面にヘラ記号が残る。145は 口径13.9cmの須恵器壺蓋、時期は 8世

紀後半のもの。147・ 148は土師器高杯の脚である。149は土師器小型壼。九底・球胴の体部に口縁部

が直線的に伸び、時期は 5世紀中葉～後半のもの。151は 中世土師器皿。口縁部内外面に油煙による

炭化物が付着 しており、灯明皿として使われたもの。152は底部削り出し高台の越中瀬戸の鉄釉皿で

ある。153・ 154は銅銭。153は銭貨名不明瞭。154は寛永通賓であり、一文銭で背無文。

第 5項  E地区
37号溝 (S D37、 第 6・ 8・ 14図、図版16・ 31)

E地区の中央部に位置する南北方向に流れる溝である。北端はD地区、南端はF地区に伸び、全長

約50mを検出した。断面は不整形を呈 し、深さは20cm～ 35cm。 遺物は弥生土器・須恵器 。珠洲・伊万

里・金属製品が出上している。第14図 158は須恵器甕。口縁部に櫛描波状文があり、時期は 8世紀代

のものである。159は珠洲悟鉢。2.6cm幅の原体に11条の卸目が隅無 く施され、口縁端面に櫛描波状文

を加飾として廻らしている。時期は14世紀後半～15世紀前半のものである。

55号土坑 (S K55、 第 6・ 8図、図版 5)

S D54の南側に位置する土坑である。 S D37に切られているため、正確な外形は不引。断面は皿状

を呈し、黄灰色～暗灰黄色シルトが堆積する。遺物は須恵器が出上している。

56号土坑 (S K56、 第 6・ 8・ 14図、図版 9)

S D55の東側に位置する土坑である。試掘 トレンチにより、正確な外形は不明。断面は逆台形状を

呈し、黄灰色～暗灰責色シル トが主体的に堆積する。遺物は土師器が出土している。第14図 168は 口

径15.4cmの土師器甕。体部外面に煤が付着している。

包含層出土遺物 (第 14図 )

包含層からは須恵器・木製品 。石製品が出上している。第14図 167は近世荷札木簡か。

第 6項  F地区
37号溝 (S D37、 第 6・ 8・ 14図、図版16)

F地区の中央部に位置する南北方向に流れる溝である。D地区から伸びてきた溝も徐々に浅 くなっ

て消滅し、南端は土坑状になる。全長約22mを 検出した。断面は不整形を呈 し、深さは7cm～ 30cm。

遣物は須恵器・珠洲・石製品が出土している。第14図 1641よ勾玉未製品である。171は 口径 14.4cmの須

恵器壷蓋、時期は 8世紀後半のもの。172は珠洲奏。外面頸基部より若干下がつた位置から平行叩き

を施すもので、時期は13世紀中葉～後半のものである。

包含層出土遺物 (第 14図 )

包含層からは須恵器・金属製品が出土している。第14図 181は首部、182は吸口部の銅製煙管。
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7図 遺構実測図 〔A・ B・ C地区〕(1/40)
A地区 i SD01(1～ 4)SD03(5～ 7)B地 区 :SD33(8～ 10)
SK16(18) SK17(19)

B′  SD35
15Y5/1灰 色～5Y5/2
灰オリープ色粘質シルト

(10YR5/6黄 褐色酸化鉄
10%程混入 )
25Y4/1灰 色～5Y3/1

留 召な了醗魏艶侮
3%程混入 )

0                        2m

D41m E41m

ー 16                         17

SK16
15Y71灰色～5Y3/1オリーブ黒色粘質シルト
+5Y6/1灰 色～5Y6//2灰オリープ色粘質シルト5%程ブロック状混入
(10YR5/6責 褐色酸化鮨 %程混入 )

SK17
15Y4/1灰色～5Y3/1オリープ黒色粘質ンルト
+5Y6/1灰 色～5Y6/2灰 オリープ色粘質シルト10%程ブロッ状混入
(10YR5/6黄 褐色酸化鉄10%程混入 )

E′D

第
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D地区―SD37
A43m

C43m C′ D43m

E′

」43m

L43m         L′
ユ

SD37(A～ D)
15Y71灰 色～5Y72灰 オリープ色粘質シルト
(10YR5/6黄 褐色酸化鉄7%程混入 )
25Y4/1灰色～5Y3/1オリープ黒色粘質シルト
(10YR5/6黄 掲色酸化鉄5%程混入 )
35Y3/1～ 3/2オ リーブ黒色粘質ンルト
(10YR5/6黄 褐色酸化鉄10%程混入 )

D′

4

SD37(E・ F)
15Y71灰色～5Y72灰オリープ色シルト
225Y6/2灰 黄色～25Yν2暗灰色砂質シルト
325Y3/2黒 褐色～25Y3/3暗オリーブ褐色シルト
45Y7ユ灰色～5Y3/1オリーブ黒色粘質シルト
55Y2/2オリープ黒色粘質シルト
625Y4/1黄 灰色～25Y4/2暗灰黄色シルト
(10YR5/6黄 褐色酸化鉄は全層に混入、特に3層 10%程混入 )
725Y73～ 74オリープ褐色砂質シルト
85G3/1暗緑灰色砂質シルト
925Y5/3～ 5/4黄褐色砂質シルト

A′ B43m B′

E地区一SD37
E43m

F43m F′    G43m G′

SD37(G・ H)
15Y4/1灰 色～5Y72灰 オリーブ色シルト
+5Y2/1黒色シルト3%程ブロック状混入
(10YR「」/6黄褐色酸化鉄20%程混入 )
25Y5/1～ 4/1灰 色シルト
35Y3/1オリーブ黒色～5Y2/1黒色シルト

F地区―SD37
143m

K43m

14

第8図 遺構実測図 〔D・ E
D地区 i SD37(1～ 4)

r 」
′

K′

SD37 0-L)
15Y4/1灰 色～5Y4/2灰 オリープ色シルト
(10YR5/6黄 褐色酸化鈍 %程混入 )
25Y3/1オ リープ黒色～5Y〃 1黒色ンルト
(10YR5/6黄 褐色酸化鉄2%程混入 )

S802
125Y5/1黄灰色～25Y5/2暗灰黄色シルト
+5Y2/1黒色粘質シルト5～ 20%程ブロック状混入
(10YRν 6黄褐色酸化鉄3%程混入 )

SK56
125Y5/1黄 灰色～25Y5/2暗灰黄色シルト
+5Y3/1オ リープ黒色～5Y2/1黒 色粘質ンルト5%程ブロック状混入
(10YR5/6黄 褐色酸化鉄 10%程混入 )
225Y5/2～ 4/2暗灰黄色粘質シルト
キ25Y7/2～6/2灰 黄色シルト5%程ブロック状混入

o                        2m

E地区一SK56
A42m

F地区〕(1/40)
E地区 :SD37(5～ 8) SB02(13) SK55(14)
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第10図 遺物実測図 〔B地区〕(31～ 34,39～ 43・ 47～ 51
SD09(31～ 38) SD10(39～ 46) SD33(47～ 51)
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第 3節 遺構と遺物 (下層面 )

第 1項  A地区
18号溝 (S D18、 第15・ 20・ 25図、図版17)

A地区の北側に位置する南北方向の幅110～ 190cmの 溝である。全長約 3mを検出。北端は発掘区外

へ伸びるが、南端は S D01に 切られていることからS D01よ り古い。断面は不整形を呈し、深さは30

cmを測る。覆土は灰白色～灰オリーブ色シル トが堆積する。遺物は須恵器・土師器が出土している。

第25図 183は須恵器杯Aである。口径11.lcm、 高さ3.3cmを 測り、外底面にヘラ記号が残る。

24号溝 (S D24、 第15,20図 、図版 6)

A地区の南東側に位置する幅約60cmの溝である。北東一南西方向に直線的に伸び、全長約14mを検

出。東端は発掘区外、西端はB区へ伸びる。断面は逆台形を呈し、深さは20cm～25cmを測る。覆土は

灰色～オリーブ黒色粘質シルトである。遺物の出土はない。

包合層出土遺物 (第25図、図版17)

包含層からは須恵器・土師器 。珠沙Hが出上している。第25図 192は 口径 13.4cm、 高さ3.3cmの須恵器

杯 Bである。時期は 8世紀第 2四半期のもの。194は珠洲甕。外面頸基部より若干下がつた位置から

平行叩きを施すもので、13世紀中葉～後半のものである。196は有段口縁のもの、197は 口縁部が「く」

の字状に外反するもの、共に土師器甕。時期は古墳時代前期のものである。

第 2項 B地区
24号溝 (S D24、 第15。 20図 )

B地区の北東側に位置する幅50cm～ 70cmの溝である。北東一南西方向に直線的に伸び、途中少し途

切れるものの全長約23mを検出。東端はA区、西端は発掘区外へ伸びる。途中交差する S D30よ り古

い。断面は皿状ないし半円形を呈し、7cm～ 17cmの深さがあり、オリーブ黒色～黒色粘質シルトが堆

積する。遺物は土師器が出上している。

30号溝 (S D30、 第15。 20図 )

B地区の北側に位置する南北溝である。直線的に伸び、 S D24を 横切るあたりからカーブして南東

に折れる。幅50cm～ 100cmで 、全長約27mを 検出した。両端とも発掘区外へ伸びる。深さは14cm～ 24

cmを測り、覆土は灰色～オリーブ黒色シル トである。遺物の出土はない。

26号土坑 (S K26、 第15,20。 25図、図版 6)

B地区の南側に位置する不整形な土坑である。規模は長軸565cm、 短軸175cm、 深さ約28cmで ある。

断面は皿状を呈する。遺物は須恵器・土師器が出上している。第25図 186は須恵器杯 B。 188は 口径

18.7cmを 測 り、有段口縁をもつ土師器甕。時期は古墳時代前期のものである。

包含層出土遺物 (第25図、図版17・ 31)

包含層からは須恵器・土師器・中世土師器・土製品 。金属製品が出土している。第25図 198～ 200は

須恵器杯 A。 198は底部ヘラ切 り後未調整、焼成不良である。203は 6世紀代の須恵器盟か。外面に暗

緑色自然釉がかかる。204～ 206は須恵器杯 B蓋である。206は 口径17.Ocmを測 り、やや背の高い擬宝

珠形のつまみをもつ。208は土師器の器台脚部で内外面赤彩されている。209～211は非ロクロ成形の

中世土師器皿。212・ 213は 管状土錘。214～ 216は 銅銭。214は 北未時代の渡来錢で大観通費 (初鋳

1107年 )。 他は寛永通賓であり、一文銭で背無文。

第 3項 C地区
47号溝 (S D47、 第16・ 20・ 26図、図版 6)

C地区の中央部に位置する東西方向の幅60～ 120硼の溝である。全長約16mを検出。両端とも発掘
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区外へ伸びる。断面は皿状を呈し、深さは10cm程度と浅い。覆土は灰色～オリーブ黒色粘質シル トが

堆積する。遺物は須恵器・土師器が出土している。第26図 217は須恵器杯☆である。内底面にヘラ記

号が残る。2191ま有段口縁の土師器甕である。

32号土坑 (S K32、 第16・ 20。 26図 )

S D47の北側に位置する不整形な土坑である。途中カクランにより分断されるが、規模は長軸550

cm、 短軸120cm、 深さ約30cmで ある。断面は逆台形を呈 し、灰色～オリーブ黒色シル トが主体的に堆

積する。遺物は須恵器 (杯・蓋)・ 珠洲甕が出土している。

40号土坑 (S K40、 第16・ 26図、図版18)

C地区の中央部に位置する楕円形土坑である。 S D47と 重なるが前後関係は不明。規模は長軸300

cm、 短軸110cm、 深さ約14cmである。遺物は弥生土器が出土している。第26図220は弥生土器の高杯か。

221は 弥生土器奏で、口径 14.4cmを 測る。擬凹線文を施す口縁部は、横ナデにより口唇面を形成 し、

上下へつまみ上げたようになる。外面は縦方向の刷毛目調整で下半に煤が付着している。時期は弥生

時代後期後半のものである。

1号井戸 (S E01、 第16・ 20図、図版 4)

C地区の北西側に位置する。掘形の平面が円形を呈する素掘井戸である。掘形の断面は下部がやや

開くが、上部は円筒状を呈する。規模は直径約65cm、 深さ65cmで ある。遺物は土師器が出土。

包含層出土遺物 (第 26図、図版 18。 19)

包含層からは弥生土器・須恵器・土師器 。土製品が出土 している。第26図229は脚部に円孔をもつ

弥生時代後期の器台。234～236は土師器甕。236は 口径17.3cmの 「く」の字甕で、外面が刷毛目調整。

242は底部外面に墨痕が残る須恵器杯 Bである。244は須恵器高杯。脚部に長方形の透かしがあり、時

期は 6世紀後半～ 7世紀前半のものか。246は管状土錘。249。 250は土師器甕の底部で、ヘラ切 り痕

が未調整である。252・ 253は弥生土器の長頸重。255は頂部を平たく柱状に仕上げた土師器蓋。時期

は古墳時代前期のものである。256は甕を祖形とするミニチュア土器。259は弥生土器の器台脚部で、

外面に赤彩が施される。円孔が横並び 2穴 1組で 2箇所、時期は弥生時代後期のもの。

第 4項  D地区
48号溝 (S D48、 第16。 28図、図版 6)

D地区の中央部に位置する南北溝である。幅70～ 100cm、 全長約40mを検出。両端とも徐々に浅 く

なって消滅し、土坑状になる。遺物は須恵器・土師器が出土している。第28図261は 口径22.Ocmの 須

恵器奏である。263は内面黒色処理された土師器椀。

51号溝 (S D51、 第16・ 20。 28図、図版 6・ 20)

D地区の南端部に位置する南北溝である。幅50～ 115cm、 全長約7.5mを 検出。両端とも発掘区外へ

伸びる。途中交差する S D50よ り古い。断面は逆台形ないし半円状を呈し、深さは27～ 37cmである。

覆土は灰色～オリーブ黒色粘質シルトが主体的に堆積する。遺物は弥生土器・土師器が出土 している。

第28図265～ 2671よ弥生土器。265は壼の頸部である。外面に櫛描横線文・短線文が廻 り、時期は弥生

時代中期のもの。266は壺か甕の口縁部で、口端部内面に櫛描羽状文が 2条廻る。267は無顎壷。口径

9.Ocm、 口端部外面に櫛描羽状文が1.5条廻る。弥生時代中期後半のものである。

包含層出土遺物 (第28図、図版20)

包含層からは弥生土器・須恵器 。土師器・珠洲が出土している。第28図274は3.2cm幅 に毎「目11条 の

珠洲橋鉢である。幅広で溝の深い原体により、間隔をあけながら卸目が施されている。13世紀中葉～

14世紀第 3四半期のものである。275は 8世紀代の須恵器甕の口縁部である。口径45,Ocmで 口顕部に
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断面三角形の凸帯を廻 らし、その下に櫛描波状文が施される。2771よ弥生土器甕。口端部の内面に 3

条の櫛描短線文、外面に櫛描刻み目文が廻る。時期は弥生時代中期のものである。

第 5項  E地区
70号溝 (S D70、 第17,31図、図版23)

E地区の北西隅に位置する幅90～ 130硼の溝である。全長約4mを検出。両端とも発掘区外へ伸びる。

断面は皿状で浅く、深さ約10cmで ある。遺物は弥生土器が出土 している。第31図 3211よ 口端部内面に

2条、外面頸部やや下に2条の櫛描短線文をもつ弥生土器の甕である。胴部外面に煤が付着している。

時期は弥生時代中期のもの。

71号溝 (S D71、 第17・ 21・ 31図 、図版 7・ 10,23)

E地区の南西側に位置する東西溝である。幅140～ 250cmで 、全長約 5mを検出。 S D72と 平行に伸

び、西端は発掘区外へ伸びる。断面は逆台形を呈し、深さ25～ 30cmである。覆土に炭化物が混入する。

遺物は弥生土器が出土 している。第31図325は 弥生土器壼。口端部内面、胴上部外面に櫛描短線文、

日端部外面に櫛描刻み目文をもつ。弥生時代中期のものである。

72号溝 (S D72、 第17・ 21・ 31図 、図版 7・ 10・ 23)

E地区の南西側に位置する東西溝である。幅150～ 180cmで 、全長約5,3mを 検出。 S D71と 平行に

伸び、西端は発掘区外へ伸びる。東端は S D74に 切られていることからSD型 より古い。断面は逆台
形を呈し、深さ約35cmで ある。覆土は灰色～オリーブ黒色シル トが主体的に堆積する。遺物は弥生土

器が出土している。第31図 327は 口径14.5cmの弥生土器の甕である。口端部は内面に1.5条 の櫛描羽状

文、外面に櫛描刻み目文が廻る。胴部外面に煤が付着している。弥生時代中期のもの。

73号溝 (S D73、 第17,21・ 30図、図版 7・ 23・ 31)

E地区の中央部に位置する南北溝である。旧用水のカクランにより西側の溝肩が不明瞭である。全

長約36mを検出。南端はF区へ伸びる。断面は概ね皿状を呈し、深さ25～ 38ct4で ある。覆土は褐灰色

～灰責褐色シル トが堆積する。遺物は須恵器・土師器 。中世土師器・石製品・金属製品が出上してい

る。第30図 312・ 313は土師器甕の口縁部である。端部を巻き込む形態のもので、 9世紀代のもの。

314は非ロクロ成形の中世土師器皿。内底面に煤が付着 している。3191よ ヒスイの勾玉である。320は

唐時代の渡来銭で開元通費 (初鋳621年 )である。

76号土坑 (S K76、 第17・ 21・ 29図 、図版 4,7・ 21)

E地区の中央部に位置する楕円形土坑である。規模は長軸330cm、 短軸180cm、 深さ42cmで、断面は

逆台形を呈する。東側底面は一部テラス状に高くなる。覆土は灰色～オリーブ黒色シルトが主体的に

堆積し、炭化物が混入する。遺物は弥生土器・石製品が出土している。第29図281～299は弥生土器で、

時期はすべて弥生時代中期のものである。281～284は壼。282は 口端部外面を波状にするもの、284は

口端部に櫛描羽状文を廻らす貼付突帯をもつものである。285・ 286は 口端部に櫛描羽状文を廻らす無

頸壼。291～ 297は甕。291～294は 回端部外面に櫛描刻み目文を廻らすもの、295～297は素文のもので

ある。293は口端部内面に 2条の半裁竹管状の鋸歯文が廻る。294は底部が穿孔されている。ほぼ完形

であり、外面は煤が付着 している。298は 口径18.2cmの台付鉢か。3001よ砥石。長さ26.4cm、 幅17.Ocm、

厚さ4.9cmで 、断面が長方形である。

81号土坑 (S K81、 第17・ 21・ 30図 、図版10。 11・ 22)

E地区の中央やや北側に位置する土坑である。旧用水のカクランのため、正確な外形は不明。断面

は逆台形を呈し、深さは約34cmで ある。覆土は灰色～オリーブ黒色シルトが主体的に堆積し、炭化物

が混入する。遺物は弥生土器が出上している。第30図 301～311は弥生土器で、時期はすべて弥生時代
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中期のものである。301～305は壺の口縁部。301は外面に1.5条の櫛描羽状文が廻 り、その上に縦 1条

の貼付突帯が付 く。垂下部は波状になる。303は 口端部内面に4条の櫛描短線文、その上に円形浮文、

外面に櫛描刻み目文を廻らすものである。305は 口端部外面に櫛描交差文が廻る。3101ま頸部と胴部外

面にヘラ描横線文・縄文・ヘラ描波状文が廻る壷である。東日本に系譜をもつものか。

90号土坑 (S K90、 第17。 31図、図版 4)

E地区南西部、 S D72の南側に少し離れて位置する楕円形土坑である。規模は長軸150cnl、 短軸100

cm、 深さ28cmで、断面は半円状を呈する。覆土は灰色～オリーブ黒色粘質シル トが堆積する。遺物は

弥生土器が出土している。第31図 322は 口径13.2cmの弥生土器壺の口縁部である。口端部外面に櫛描

交差文が廻 り、時期は弥生時代中期のもの。

包含層出土遺物 (第31図、図版23・ 31)

包含層からは弥生土器・須恵器・珠洲が出土 している。第31図330～ 333は 須恵器杯 B。 386は須恵

器長頸壼である。口縁部が外反して端部を上方につまみ上げるもの。337は 珠洲悟鉢。内面に印花文

が叩打されている。時期は13世紀中葉～14世紀第 3四半期のものである。

第 6項  F地区
73号溝 (S D73、 第17・ 22,32図 、図版 7・ 8,31)

F地区の中央部に位置する南北溝である。幅320～650cmで 、全長約49mを検出。北端はE区、南端

はG区へ伸びる。途中で東西方向に分岐し、発掘区外へ東流する溝と流路が分かれる。断面は不整形

を呈し、最深で約160cmで ある。覆土には植物遺体の混入がみられ、溝底にクリ。ヒノキなどの自然

流木も堆積している。遺物は須恵器・土師器 。中世土師器・珠洲・石製品
,金属製品・瓦・動物の歯

が出上している。第32図 342・ 3431ま須恵器杯 H tt。 342は 口径11.4cmを 測 り、受け部が内傾気味に立

ち上がる。時期は 7世紀前半のものである。344～ 346は須恵器杯☆。350は 櫛描波状文を廻らす須恵

器甕の口縁部。352～354は珠洲。353は 1.9cm幅に卸目8条の珠洲悟鉢。13世紀中葉～14世紀第 3四半

期のものである。357・ 358は 土師器高杯の脚部。358は 円形の透かしが 4箇所穿孔されている。時期

は古墳時代前期のもの。361・ 362は 中世土師器皿。363・ 364は 凹基式の打製石鏃である。365は北宋

時代の渡来銭で紹聖元質 (初鋳1094年 )。 366は平瓦か。図版31-1は馬歯か。

80号滞 (S D80、 第17・ 22・ 33図、図版24)

F地区の中央やや南側に位置する東西溝である。幅70～ 120cmで 、全長約 5mを検出。西端は発掘

区外へ伸び、東端はS D73に切られる。断面は不整形を呈し、深さ10～ 15cmで ある。覆土は灰色～オ

リーブ黒色シルトが堆積する。遺物は須恵器・土師器・珠洲・土製品が出土 している。第33図 368・

369は 7世紀前半の須恵器杯 H身である。372は土師器甕の口縁部。端部を巻き込む形態のもので、 9

世紀代のもの。373は 土製紡錘車である。弥生土器片を円形に削 り出し穿孔 して、再利用 したもの。

374は 口径22.2canの珠洲壷の回縁部である。外面平行叩き、内面当て具痕を残す。

109号土坑 (S K109、 第17・ 22・ 33図、図版 11・ 24)

F地区の北西部に位置する円形土坑である。規模は直径 105cm、 深さは86cm。 断面が漏斗状を呈す

るため、井戸の可能性も考えられる。覆土はシル ト～粘質シルトが堆積する。遺物は土師器が出土し

ている。第33図 376～ 378は、胴部最大径を中位よりやや下方にもった下膨れの体部をもつ土師器壷で

ある。時期は古墳時代前期のもの。376・ 377は 胴部外面に煤・炭化物が付着 している。378は 口径

12.lcmで、ほぼ完形。胴部の内外面がヘラ削りで、外面上部に刷毛目調整を施している。

包含層出土遺物 (第33図、図版24)

包含層からは弥生土器・須恵器・土師器が出土している。第33図 3801よ須恵器杯 B。 底部外面に
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「波」の墨書が残る。381～385は弥生土器である。381は壷の口縁部。口端部内面に櫛描刻み目文を廻

らす、弥生時代中期のもの。383は 口径20.8cmの 甕。口端部内面に櫛描刻み目文が廻る。386は 「 く」

の字口縁の上師器甕。外面に煤が付着し、時期は古墳時代前期のもの。387は土師器高杯の脚部。

第 7項 G地区
73号溝 (S D73、 第18・ 23・ 35図 、図版26・ 31)

G地区の東側に位置する南北方向の溝である。幅6.8～ 10.5m、 全長約50mを検出。北端はF区、南

端はH区へ伸びる。旧用水のカクランや調査区境により溝肩が不明瞭である。調査区境が一段深 くな

つており、中央部やや西側が浅 く平坦面を呈 している。そこは、人為的に掘削されたというよりも、

自然にオーバーフローして流れた跡のように、 S D73よ り古い溝が溝底より検出される。深さは最深

で約80cm、 覆土はシル ト～粘質シル トである。遺物は弥生土器・須恵器・土師器 。珠洲・中世土師

器・伊万里・越中瀬戸・金属製品が出土している。第35図409は 口端部内面に4条の櫛描短線文、外

面に櫛描刻み目文をもつ弥生土器の壷である。時期は弥生時代中期のもの。413は 口端部に櫛描羽状

文を廻らす無頸壼。円形の透かしが横並び 2穴 1組で 2箇所ある。417～420は非ロクロ成形の中世土

師器皿。417・ 418は 口端部内外面に煤・炭化物が付着している。416は珠洲悟鉢。421は寛永通賓であ

り、背波文。423は底部に糸切 り痕を残す越中瀬戸の陶器皿である。

83号滞 (S D83、 第18・ 22・ 34図、図版 8・ 26)

G地区の中央部やや北側に位置する溝である。幅80～ 360cm、 全長約 8mを検出。大きくカーブし、

両端ともS D73に切られる。断面は概ね半円状を呈し、深さ20～ 45cm。 遺物は弥生土器が出上 してい

る。第34図 404は 口端部外面に櫛描刻み目文をもつ弥生土器壼。東海地方に系譜をもつものか。

89号溝 (S D89、 第18・ 22・ 34図、図版 8,12・ 26)

G地区の中央部やや南側に位置する東西方向の溝である。幅140～ 240cm、 全長約 6mを検出した。

西端は発掘区外へ伸びるが、東端は S D73に 切られていることからS D73よ り古い。断面は皿状を呈

し、深さは約20～ 25cmである。遺物は弥生土器が出土している。第34図402は 口径7.4cmの 弥生土器の

無頸壼である。円形の透かしが横並び 2穴 1組で 2箇所ある。胴部外面にはヘラ描横線文・ヘラ描刻

み目文・縄文・ヘラ描波状文が廻る。弥生時代中期のもので、東日本に系譜をもつものか。

90号溝 (S D90、 第18,34図 )

G地区の南側に位置する東西溝である。幅180～ 270cm、 全長約 5mを検出。西端は発掘区外へ伸び

るが、東端は S D731こ切られていることからS D73よ り古い。 S D91と 途中交差するが、試掘 トレン

チにより新旧関係は不明。遺物は弥生土器が出土している。第34図 407・ 408は 弥生土器壼。407は顎

部に突帯を貼 り付け、ヘラ描横線文、半裁竹管状の鋸歯文が廻る。408は 口径21.6cmを 測 り、口端部

内面に2条の櫛描羽状文、外面に櫛描刻み目文が廻る。ともに弥生時代中期のものである。

91号溝 (S D91、 第18。 24・ 34図、図版 8,12・ 25。 26)

G地区の南西部、 S D39の南側に位置し、ほぼ直線的な南北溝である。幅80～ 140cmで 、全長約 12

mを検出。北端は消滅し、南端は S D73に 切られる。途中で S D90と 交差するが新旧関係は不明。断

面は逆台形を呈し、深さ46～ 53cmである。覆土は灰色～灰オリーブ色粘質シル トが主体的に堆積する。

遺物は弥生土器・須恵器・土師器・石製品が出土している。第34図391は肥厚する口縁部外面に 1条

の櫛描羽状文が廻る弥生土器の鉢である。392は 口径 12.4cm、 高さ5。 2cmの須恵器杯 Htt。 天頂部には

ロクロ削り、内面中央は仕上げナデが施される。時期は 6世紀代である。393～396は土師器の高杯。

395は杯部内面に黒色処理が施される。397は 凸基式の打製石鏃。398・ 399は土師器椀である。398は

内面に黒色処理が施され、時期は 6世紀前半のものか。
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3号掘立柱建物 (S B03、 第18・ 23図 、図版 3)

G地区の北端部に位置する。北西隅の柱穴が未確認であるが、 3間 × 1間の南北棟側柱建物と思わ

れる。桁行4.9m、 梁行2.Om、 平面積は9.8♂である。主軸方向はN-11° 一Eである。柱穴は直径40

～55cmの円形・楕円形を呈し、深さ10～ 50cmを 測る。覆土は灰色～オリーブ黒色粘質シル トが堆積す

る。全ての柱穴に柱根が残る。第23図 P4の柱根は長さ約70cmが遺存 し、上部は腐食によってやせ細

る。多角に面取りされたッb去 り材で、直径は約17cmを測る。小口面は多方面から斜め方向の切 り込み

が入る。樹種はスギである。柱穴からの出土遣物はない。

第 8項  H地区
1号土器溜り (S X01、 第18・ 36・ 37図、図版 12・ 27・ 28・ 29)

H地区の中央部やや西側、 S D97の 北側一帯に拡がる凹地状のものである。遺物は弥生土器・土師

器が出上している。第36図429,430は 土師器の蓋。つまみ部分がやや凹み、頂部を小さく柱状に仕上

げている。430は裾部径12.lcmで ある。431～ 443は土師器甕。有段口縁のもの、日頸部が「く」の字

状に外反するものがある。胴部外面が刷毛日、内面はヘラ削 りやナデで調整している。殆どの器壁に

煤が付着。第37図 444・ 445は土師器高杯。4451よ 口径20.6cm、 内外全面に赤彩を施し、脚部に円形の

透かしが 4箇所穿孔されている。446～ 450は土師器の器台。450は 口径20.lcm、 脚部外面に赤彩を施

し、脚部 3箇所 。杯部 4箇所に円形の透かしが穿孔されている。451・ 452は底部に穿孔を施す土師器

有孔鉢である。453・ 454は土師器重。453は 「く」の字状口縁、454は有段口縁のものである。455は

弥生時代終末期の壷。ほぼ完形で、底部に煤が付着している。

73号溝 (S D73、 第18・ 24・ 38図、図版13・ 30・ 31)

H地区の東側に位置する南北方向の溝である。幅4.0～ 10,Om、 全長約50mを検出。北端はG区、南

端は I区へ伸びる。途中で東西方向に分岐し、発掘区外へ東流する溝と流路が分かれる。断面は皿状

を呈し、最深で約50cmである。オーバーフローして流れていた為か、 S D73よ り古い時期の遺構が溝

底より検出される。覆土はシル ト～粘質シル ト。遺物は弥生土器・須恵器・土師器・中世土師器・石

製品・金属製品が出上 している。第38図462・ 4631よ永楽通賓 (初鋳1408年 )。 465は板石塔婆、466は

五輪塔水輪。最大径が胴部中央にあり、梵字「バン」を刻印。14世紀末～15世紀前半のもの。

97号溝 (S D97、 第18,24・ 38図、図版 8・ 30)

H地区の中央部に位置する東西方向の溝である。幅170～ 250cm、 全長約 6mを検出した。西端は土

坑状になり消滅するが、東端はS D73に切られていることからS D73よ り古い。断面は皿状を呈し、

深さは約25～ 30cmである。覆土は灰色～オリーブ黒色粘質シル トが主体的に堆積し、植物遺体も混入

する。遺物は弥生土器が出上している。第38図467は 口径15.Ocmの弥生土器壷。口端部内面に3条の

櫛描短線文、外面に櫛描刻み目文が廻る。顎・胴上部外面は櫛描短線文、櫛描横線文が交互に廻る。

468は 口端部を厚 くして櫛描羽状文を施す弥生土器の鉢。ともに弥生時代中期のもの。

151号土坑 (S K151、 第18,38図 、図版30)

H地区の北東部、 S D73の テラス上に位置する円形土坑である。規模は直径65cm、 深さ10cmで、断

面は皿状を呈する。遺物は弥生土器が出土している。第38図 469は弥生時代中期の甕である。

第 9項  I地区

168号土坑 (S K168、 第19図 )

I地区の南西部に位置する不整楕円形の上坑である。規模は長軸280cm、 短軸205cm、 深さは約40～

56cmで、断面は逆台形を呈する。覆土は灰色～灰オリーブ色シル トが堆積し、炭化物が混入する。遺

物は土師器が出土している。
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第16図 遺構実測図 〔C・ D地区〕(1/200)
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第17図 遺構実測図 〔E・ F地区〕(1/200)
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A地区―SD18

A39m A′

SD18
15Y4/1灰色粘質シルト
(10YR5/6黄 褐色酸化鋲5%程混入 )
21層 +5Y7ρ灰白色～5Y6/2灰 オリープ色シルト5%程底部に混入
35Y7/2灰白色～5Y6/2灰 オリーブ色ンルト

SD24(A・ B)

15Y4/1灰色～5Y3/1オリープ黒色粘質ンルト
(10YR5/6責 褐色酸化鉄1%程混入 )
2 75GY71～ 5/1緑灰色シルト

SD24(C・ D)

15Y3//1オ リーブ黒色～5Y2/1黒 色粘質シルト
(10YR5/6責 褐色酸化鈍 %程混入 )

D39m D′

C′

A地区一SD24

A39m B39mA′ B′

B地区一SD24

C39m C′

予

C37m

B地区―SD30

A37m B37m

B地区―SK26 1蕃

“

媚途罫零瀞んも了身晃耗犠ンルト5%程ブロック状混入Bのみ)
A39m     275GY7/1明 緑灰色～75GY71緑灰色シルト

SK26
15Y4/1灰 色～5Y3/1オリープ黒色粘質ンルト
21層 +5Y6/1灰 色～5Y6/2灰オリープ色シルト5%程プロック状・植物遺体混入
35Y2/1黒 色粘質ンルト

B39m

C地区―SK32

A39m      A′

ヤ

11

C地区―SD47

A39m       A′

ー

D地区―SD51

A40m

B39m

B39m

14

SD47
15Y71灰 色～5Y3/1オリープ黒色粘質シルト

9

SK32(A)
15Y4/1灰 色～5Y3/1オリーブ黒色シルト
(10YRν 6黄褐色酸化鉄50%程混入 )
21層+75GY7/1明 緑灰色シルト20%程プロック状混入
(10YRν 6黄褐色酸化鉄5%程混入 )

SK32(8)
15Y71灰 色～5Y3/1オリーブ黒色ンルト
(10YR5/6黄 褐色酸化鉄20%程混入 )
25Y6/1～ νl灰色シルト+5Y6/2灰オリーブ色シルト10%程カ ック状混入
31層■5Y5/1灰色～5Y5/2灰 オリーブ色シルト50%程斑縦状混入
SE01
15Y71灰 色～5Y3/1オリーブ黒色粘質シルト
+5Y6/1～ 5/1灰色シルト50%程カ ック状況入
(10YR5/6黄 褐色酸化鉄7%程混入 )
25Y71灰 色～5Y3/1オリープ黒色粘質シルト
(10Y酪 /6黄褐色酸化鉄1%程混入 )
2層キ5Y5/1～ 4//1灰 色粘質ンルト30%程プロック状混入
5Y4//2灰オリーブ色～5Y4/3暗 オリーブ色粘質シルト
(10YR5/6黄 褐色酸化鉄10%程混入 )
5Y3/1オリーブ黒色～5Y2/1黒 色粘質シルト
+5Y71灰色粘質シルト30%程カ ック状混入
5Y4/1灰色～5Y3/1オリープ黒色粘質シルト
+5Y5/1～ 4/1灰色粘質シルト50%程プロック状混入

C′

C地区―SE01

A39m        A′

ヤ

C′

B′

B′

C39m

B40m B′ C40m

17                           18
SD51
15Y4//1灰色～5Y3/1オリーブ黒色粘質シルト
(10YR5/6責 褐色酸化鈍 %程混入 )
25Y2/1黒 色粘質シルト

遺構実測図 〔A・ BoC・ D地区〕(1/40)
A地区 i SD18(1)SD24(2,3)B地 区 I SD24(4・ 5)

C地区 :SK32(11・ 12) SD47(13～ 15) SE01(16)

~＼

重

霊 互 テ

ラ
=ン
/19

0                        2m

SD30(6～8) SK26(9。 10)
D地区 :SD51(17～ 19)

第20図
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E地区―SD71
A41m

E地区―SD74
A4_lm

カ

ク

ラ

ン

/

B′

2

SD71
15Y71灰 色～5Y3/1オリーブ黒色シルト
(10YR5/6黄 褐色酸化鉄20%程、炭化物混入 )
25Y3/1オリープ黒色～5Y2/1黒 色粘質シルト
(10YR5/6黄 褐色酸化鉄5%程、炭化物混入 )
3 5Yν l灰色～5Y5/2灰オリープ色ンルト
+5Y71～ 7/2灰 白色シルト底部にブロック状混入
(10YR5/6責 褐色酸化錦 %程、炭化物混入 )

SD74
15Y5/1灰 色～5Y5/2灰 オリープ色シルト
(10YR5/6黄 褐色酸化鉄3%程混入 )
21層 +5Y7/1～ 72灰白色シルト斑紋状混入
(10Yお/6黄 褐色酸化鉄1%程混入 )

B′

SD72
15Y4/1灰 色～5Y3/1オリーブ黒色シルト
+5Y6/1灰色シルト3%程プロック状混入
(10YR5/6責 褐色酸化鉄 100/0程混入 )
25Y4/1灰 色～5Y3/1オリープ黒色粘質シルト
(10YR5/6黄 褐色酸化鉄25%程混入 )
35Y5/1灰 色～5Y5/2灰 オリープ色シルト
(10YR5/6黄 褐色酸化錠7%程、炭化物混入 )

SD73
110Y魅/1褐灰色～10YR5/2灰 責褐色ンルト
(10YR5/6黄 褐色酸化鉄15%程混入 )
2 10YR5/1褐灰色～10YR5/2灰 黄褐色粘質シルト
+5Y7/1～ 7/2灰 白色シルト10%程斑紋状混入
(10YR5/6黄 褐色酸化鉄3%程混入 )

B41m B′

SK76
15Y5/71灰色～5Y3/1オリーブ黒色シルト
(10YR5/6黄 褐色酸化鉄20%程、炭化物混入 )
25Y6/1灰 色～5Y6カ灰オリーブ色シルト
35Y71灰 色～5Y4/2灰 オリーブ色粘質シルト
(10YRν6黄褐色酸化鉄10%程混入 )
45Y3/1オリープ黒色粘質シルト、炭化物混入

o                        2m

E地区一SK81
A41m

第21図 遺構実測図 〔E地区〕
E地区 i SD71(1・ 2)

9

SK81
15Y71灰色～5Y3/1オ リーブ黒色シルト
(10YR5/6黄 褐色酸化鉄7%程、炭化物混入 )
25Y4/1灰 色～5Y3/1オ リーブ黒色粘質シルト
(10YRν 6黄褐色酸化鉄3%程、炭化物混入 )
35Y5/1灰 色～5Y5/2灰オリープ色粘質シルト
+5Y7/2灰自色～5Y7/3浅責色ンルト50%程ブロック状混入

B41m

A′ B41m

A′ B41m

B′

B41m

E地区―SD73
A41m B′

E地区―SK76
A41m

EEI

(1/40)
SD74(3

A

A′

4) SD72(5・ 6) SD73(7・ 8) SK76(9,10) SK81(11)

星 φ    盈港
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F地区一SD73
C42m

D42m

5Y7/1～″叛 白色砂
10YR71褐灰色～10YR4/2灰黄褐色シルト
+10YR5/3に ぶい黄褐色砂20%程ブロック状混入

A′

(第38図 376)

65Y5/1灰 色～5Y5/2灰オリーブ色ンルト
(10YR5/6黄 褐色酸化鉄10%程混入 )
75Y3/1オリーブ黒色～5Y2/1黒色シルト

B43m

ア

Fl也区―SK109
A43m

SK109

,)

A′

SD83
15Y5/1灰色～5Y5/2灰オリープ色シルト
(10YR5/6黄 褐色酸化鉄10%程混入 )
25Y71灰 色～5Y3/1オリーブ黒色シルト
(10YR5/6責 褐色酸化鉄5%程混入 )

F地区一SD80
A43m          A

4

SK109
15Y71灰 色～5Y4/2灰 オリーブ色シルト
+5Y7/1～7/2灰 白色シルト79/9程プロック状混入
(10YR5/6黄 褐色酸化銭7%程混入 )
25Y71灰 色～5Y3/1オリープ黒色粘質シルト
(10YR5/6黄 褐色酸化鉄3%程混入 )
35Y3/1オリーブ黒色粘質シルト

A′ B43m

B′

G地区―SD83
A43m

G地区―SD89
A44m

SD89
15Y5/1～4/1灰色シルト
(10YR5/6黄 褐色酸化策7%程混入 )
25Y3/1オ リーブ黒色～5Y2/1黒 色ンルト
(10Y驚76黄褐色酸化鉄5%程混入 )

遺構実測図 〔F・ G地区〕(1/40)
F地区 :SD73(1・ 2)SK109(3)SD80(4

SD80
15Y5/1灰色～5Y3/1オリープ黒色シルト
(10YR5//6黄 褐色酸化偽 %程混入 )

B′

5Y3/1オリーブ黒色～5Y〃1黒色粘質シルト
5Y6/1灰 色～5Y6/2灰 オリープ色シルト
(10YR5/6黄 褐色酸化鉄5%程混入 )

5Y6/1灰色～5Y6/2灰 オリーブ色シルト

(10YRν 6黄掲色酸化鉄10%程混入 )

o                        2m

5)G地 区 I SD83(6,7)SD89(8・ 9)

SD73(C)
15Y5/1灰色～5Y5/2灰 オリーブ色シルト
(10YR5/6黄 褐色酸化鉄 109/9程 、植物遺体混入 )
21層 +5Y7/1～7/2灰 白色シルト3%程プロック状混入
(10YR5/6黄 褐色酸化鉄 59/9程 、植物遺体混入 )
35Y4/1灰 色～5Y4/2灰 オリープ色シルト
+5Y71～ 7/2灰 白色シルト5%程ブロック状混入
(10YR5/6黄 褐色酸化鉄3%程混入 )
45Y4/1灰 色～5Y3/1オリープ黒色シルト
+5Y6//1～ 5/1灰 色シルト3%程プロック状混入
55Y7/1～ 7/2仄白色砂
65Y4/1灰 色～5Y4//2灰オリープ色シルト
(10YR5/6黄 褐色酸化銭30%程混入 )

SD73(D)
1 10YR5/1褐灰色～10YR5/2灰黄褐色シルト
(10YR5/6黄 褐色酸化鉄20%程混入 )
25Y5/1～ 4/1灰 色シルト
+5Y7/1～ 7/2灰 白色シルト3%程プロック状混入
(10YR5/6黄 褐色酸化鉄 10%程混入 )
5Y4/1灰 色～5Yク2灰オリーブ色シルト
+5Y7/1～7/2灰 白色シルト20%程プロック状混入
(10YRν6責褐色酸化鉄 10%程混入 )

D′

トレンチによる方クラン

(第 33図 378)

第22図
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ア

G地区―SB03
A414m

B44m

G地区―SD73
E45m

S803
l FJY4/1仄色～5Y3/1オリーブ黒色粘質シルト
+5Y5/1灰 色シルト10%程斑篠状混入
(10YR5/6黄褐色酸化鉄10%程混入)
25Y5/1灰色～5Y5/2灰オリープ色粘質シルト
1 (10YR5/6責褐色酸化鉄10%程、戊化物混入)

B′

ご

SD73
15Y4/1灰色～5Y4/2灰オリープ色シルト
(10YR5/6責 褐色酸化鉄20%程混入 )
25Y4疱灰オリーア色～5Y3/2オリーブ黒色シルト
+5Y6/2灰オリープ色シルト5%程プロック状混入
(10YR5/6黄 褐色酸化鉄10%程混入 )
35Y4/1灰色～5Y3/1オリープ黒色シルト
(lllYR5/6黄褐色酸化鉄1%程混入 )
45Y3/1オリーブ黒色～5Y2/1黒 色粘質シルト
55Y2/1黒色シルト+25Y6/2灰 黄色～25Y5/2
暗灰責色シルト50%程カ ック状混入
(10YR5/6責褐色酸化錦 %程混入 )
62う Y6/2灰 黄色～25Y5/2暗灰責色ンルト
(10YR5/6黄褐色酸化鎚 %程混入 )

ド

0                       2m

排
水
溝

F45m

遺構実測図 〔G地区〕
G地区 i SB03(1・ 2)

(1///40)

SD73(3 4)
第23図
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G地区―SD91

A45m A′ B45m

H地区―SD91

B′     C45m C′

1

SD91(A・ B)
15Y6/1灰色～5Y6/2灰 オリープ色シルト
(10YR5/6黄 褐色酸化鉄15%程、炭化物混入)
25Y6/1～ 5/1灰色粘質ンルト
(10YR5/6責 褐色酸化鉄10%程混入)

H地区―SD73

G42m

2

5Y8/1～ 7/1灰 自色シルト
5Y5/1～ 4/1灰 色粘質シルト+3層斑紋状10%程混入
(10YR5/6黄 褐色酸化斃 %程混入 )

SD91(C)
15Y6/1灰色～5Y6泡灰オリーブ色シルト
(10YR5/6黄 褐色酸化鉄5%程混入 )
25Y6/1～νl灰色粘質シルト
(10YR5/6黄 褐色酸化鉄1%程混入 )
35Y7/2灰 白色～5Y6/2灰オリーブ色粘質シルト
(10Y誦 /6黄掲色酸化鉄1%程混入 )
45Y4/1灰 色～5Y3/1オリーブ黒色粘質ンルト
(10YR5/6黄 褐色酸化釣 %程混入 )
55Y3/1オリープ黒色～5Y2/1黒色粘質シルト

排

水

薄

H地区―SD97

A42m

5

A′

SD73
15Y71灰 色～5Y4/2灰 オリープ色シルト
(10YRν6責褐色酸化鉄20%程混入 )
25Yク 2灰オリーブ色～5Y3/2オリープ黒色シルト
(10YRν6黄褐色酸化鉄10%程混入 )
35Y4/1灰 色～5Y3/1オリーブ黒色粘質ンルト
+5Y72灰白色～5Y6/2灰 オリープ色シルト20%程プロック状混入
(10YR5/6責 褐色酸化鉄 109/9程 混入 )
45Y3/1オリープ黒色～5Y2/1黒 色粘質シルト

B′

SD97
15Y6/1～ 5/1灰 色粘質シルト
(10YR5/6黄 褐色酸化鈍 %程混入 )
25Y4/1灰 色～5Y3/1オリープ黒色粘質シルト

l地区 ― SK167 1:議
現 魏 詈銹綴 魅 洗 鶏 縄

触 朧 入

A44m     35Y6/1灰 色～5Y6/2灰 オリープ色シルト~         (10YR5/6黄
褐色酸化鉄1%程混入 )

B44m

SD167
1 10YR5/ユ褐灰色～10YR5ρ灰黄褐色シルト
(10YR5/6黄 褐色酸化鉄10%程混入 )
25Y5/1～ 4/1灰 色粘質シルト
32層■5Y″ 1灰白色～5Y6/1灰色シルト39/9程ブロック状混入

7

A′

C

10

0                        2m

遺構実測図 〔G・ H
G地区 :SD91(1・ 2)

・I地区〕(1/40)
H地区 :SD91(3)

B42m

SD73(4・ 5)
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SD97(6・ 7) I地区 i SK167(8～ 10)
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第 4章 考 察

調査成果の概要

平成 9年度より11年度へかけて実施された町道北高木小林線建設に伴う今回の調査は、小林遺跡の

東西を三分する中心を南北に縦断する幅員16m。 延長約560mを対象として行われた。

小林遣跡は、発掘調査の結果、弥生時代中期の遺物を最古とし、近世末へかけて断続的に営まれた

複合遺跡であることが半J明 している。

弥生時代の遺跡

弥生時代中期の遺物がD・ E・ G・ H区、後期の遺物がC区の溝・土坑の各遺構内から出上してい

る。その際に、調査区の西側半分から主に出土している傾向があることから、今調査では住居跡・建

物跡は確認されていないが、当該期の集落本体は調査区の西側に拡がる可能性が考えられる。

また、出土土器は、櫛描文土器を主体とするもので、法仏式～白江式の併行期に含まれる土器群と

思われる。なかには、外来系の土器として信州地方の栗林式系土器が少量みられ、信州地方との交流

があったことを伺わせる。

古墳時代の遺跡

古墳時代前期の上師器は、F区の109号土坑とH区の 1号土器溜 りから出土 している。109号土坑は

断面が漏斗状の円形土坑で、底部に廃棄された状態で 4個体分の甕が出土 した。 1号土器溜 りは明確

な遺構からの一括遺物とは言い難いが、量的にも多く、ほぼ一時期の良好な土器群と判断される。内

容はすべて土師器であり、壷・甕・蓋・有孔鉢・高杯 (赤彩 )・ 器台 (赤彩)である。今調査から出

土した古墳時代の上師器については、古墳時代前期前半の古府クルビ式～前期後半の高畠式の併行期

に含まれる土器群と考えられる。これらの出土遺物から、調査区周辺において、古墳・古墳時代の集

落跡が存在している可能性が考えられる。

奈良・平安時代の遺跡

出土遺物の約半分はこの時期を主体とし、須恵器の形態等から8世紀前半～10世紀前半頃のものが

ある。遺構はA～ I全調査区で、この時期のものが確認されたが、調査区中央の旧用水のカクランの

影響が強 く、遺構全体の拡がりを確認できなかった。今調査では墨書土器が出土しており、識字層の

存在が考えられる。当遺跡北側には木簡や墨書土器が大量出上し、射水郡古代荘園の可能性がある北

高木遺跡が立地していることにも、背景としての関連が考えられる。

中世の遺跡

中世の遺物としては、珠洲 。中世土師器等が出土している。しかし、包含層や遺構内の他の時期の

遺物に混じっての散発的な出上であり、この時期に断定できる遺構は検出できなかった。

今回の調査区は、神楽川 (現 :東神楽川)よ り約200m余 り西側に位置 している。神楽川は、中世

の越中における政治の中心地であり、守護所が置かれていた新湊市放生津城跡に通じており、流域に

おいて鋳物や製鉄、水逗等の交易活動が盛んになったと想定されている。このことから、中世の遺物

が散発的な出土ではあるが、調査区と神楽川までの範囲内に中世期の集落の存在が考えられる。

近世以降の遺跡

近世以降の遺物として近世陶磁器・銅銭・煙管・荷札木簡が出上している。しかし、包含層や遺構

内の他時期の遺物に混在 して散発的に出上しており、この時期に断定できる遺構は検出できなかった。

荷札木簡は米の分配に関する内容より、この時期より水田として利用されていたと考えられる。
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第 5章 自然科学分析

伽吉田生物研究所 汐見  真

京都造形芸術大学 岡田 文男

1.試料

遺物出土材 3点

(SD73【 F地区】 。SB03-P4【 G地区】)

2.方法

試料より木口 (横断面)、 柾目 (放射断面)、 板日 (接線断面)の各切片を採取し、プレパラートを

作製した。このプレパラートを顕微鏡で観察し、組織的特徴から樹種の同定を行つた。また、観察し

た顕微鏡像を撮影記録した。 (撮影倍率10× 、40× 、100× 、400× )

3.結果

①ブナ科クリ属クリ (Castaltea crentta Sieb.et Z■ lcc。 )

環孔材である。木口では円形ないし楕円形で大体単独の大道管 (～ 500μ m)が年輪にそって幅の

かなり広い孔圏部を形成している。孔圏外は急に大きさを減じ薄壁で角張った小道管が単独あるいは

2～ 3個集まって火炎状に配列している。柾目では道管は単穿孔と多数の有縁壁孔を有する。放射組

織は大体において平伏細胞からなり同性である。板目では多数の単列放射組織が見られ、軸方向要素

として道管、それを取り囲む短冊型柔細胞の連なり (ス トランド)、 軸方向要素の大部分を占める木

繊維が見られる。クリは北海道 (西南部)、 本州、四国、九州に分布する。

②ヒノキ科アスナロ属 (ThuiopSiS sp.)

木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行は緩やかであった。樹脂細胞は晩材部に散在または接線配

列である。柾目では放射組織の分野壁孔はヒノキ型からややスギ型で1分野に2～ 4個ある。板目では放射組

織はすべて単列であった。数珠状末端壁を持つ樹脂細胞がある。アスナロ属は本州、四国、九州に分布する。

③スギ科スギ属スギ (CryptOmeria japonica D.Don)

木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行はやや急であつた。樹脂細胞は晩材部で接線方向に並んでい

た。柾目では放射組織の分野壁孔は典型的なスギ型で1分野に1～ 3個ある。板日では放射組織はすべて単列

であった。樹脂細胞の末端壁はおおむね扁平である。スギは本州、四国、九州の主として太平洋側に分布する。
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① SD73出上流木 (第 17図 )
ブナ科クリ属クリ

木 口

② SD73出土流木 (第 17図 )
ヒノキ科アスナロ属
木 口 40倍

③ SD03-P4出土柱根 (第 18図 )
スギ科スギ属スギ
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第 1表 遺物観察表

番号 地区名
座 標

遺構番号 出土層位 種 別 器 種
径

ｍ，
口
ぐｃ
離
ｍ
器高
(cm)

胎  土 備  考
X Y

1 A 3 SD01 須恵器 杯B 5Y7/1灰白色

2 A 2 SD01 須恵器 杯 B N6/0灰色 8C第2

3 A 3 SD01 須恵器 杯 A 128 25Y8/1灰 白色

4 A SD01 須恵器 杯A 5Y7/1灰白色 体部外面に墨書「長」

5 A 4 SDOl 須恵器 蓋 N6/0灰色

6 A 5 SDOユ 須恵器 一璽 75Y6/1灰 色 内面自然釉付着

7 A 5 SD01 土師器 椀 25Y7/2灰黄色 内面黒色

8 A 6 4 SD01 弥生土器 奏 167 25Y8/2灰 白色 弥生後期

9 A 6 4 SD01 土師器 甕 25Y8/2灰 白色

A 6 2 SDOユ 土師器 奏 25Y8/2灰 白色

A 8 5 SDOユ 土師器 高杯 75YR7/4にぶい橙色

A 6 4 SD01 土師器 10YR6/2灰 責褐色

A 2 SD03 須恵器 杯 5Y8/1灰白色 7C第2?

A 2 SD03 須恵器 蓋 N7/0灰 白色

A 2 SD03 須恵器 蓋 5Y7/1灰白色

A 2 SD03 土師器 5YR7/6橙色

A 2 SD03 土師器 10YR7/3にぶい黄橙色

A 2 SD03 土師器 発 25Y8/2灰 白色 7C後半～8C前半

A 9 表土 須恵器 杯 129 25Y8/1灰 白色

△ 6 3 2a層 須恵器 杯 A 25Y8/2灰 白色

A 5 表土 須恵器 杯B 75Y7/1灰 白色

A l 表土 須恵器 杯 B N7/0灰 白色

A 1 5 表土 須恵器 蓋 75Y7/1灰 白色

A 2a層 須恵器 蓋 N7/0灰 白色

A 表土 須恵器 霊 5Y7/1灰白色

A 2a層 珠洲 甕 224 N6/0灰色

A 2a層 珠洲 N6/0灰色

A 4 2a層 土師器 ミニチェア 25Y8/2灰 白色

A 9 2a層 土師器 高杯 2.5Y8/ユ 灰白色

A 2a)書 土師器 皿 25Y7/3浅 黄色

B SD09 須恵器 杯A 5Y7/1灰 白色

B SD09 須恵器 杯A 5Y7/1灰白色

B SD09 須恵器 杯B N7/0灰 白色

B SD09 須恵器 杯 B N7/0灰 白色

B SD09 須恵器 亜 N6/0灰色

B SD09 須恵器 士霊 25Y7/1灰 白色

B SD09 須恵器 甕 323 N6/0灰色

B SD09 土師器 斐 254 10YR8/3浅 責橙色 8C後半

B SD10 須恵器 杯 B 5Y6/1灰色

B 3 SD10 須恵器 杯 B 75Y6/1灰色
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第 2表 遺物観察表

番号 地区名
座 標

遺構番号 出土層位 種 別 器 種
径

ｍ＞
口
でｃ

底径
(cm)

器高
(cm)

胎  土 備  考
X Y

B 2 SD10 須恵器 杯 132 5Y7/1灰白色

B SD10 須恵器 杯A N6/0灰色

B SD10 中世土師器 皿 17 10YR6/3に ぶい黄橙色

B SD10 須恵器 霊 N6/0灰色 外面自然釉付着

B SD10 珠洲 奏 122 N6/0灰色

B SD10 珠 洲 橋鉢 N6/0灰色

B SD33 須恵器 双耳加 N7/0灰 白色 9C末～10C前半

B 5 SD33 須恵器 双耳加 5YR6/4に ぶい橙色 9C末～10C前半

B 5 SD33 須恵器 双耳加 N7/0灰 白色 9C末～10C前半

B SD33 須恵器 杯 B 25Y7/1灰 白色

B SD33 須恵器 杯B 75Y7/1灰 白色

B 2a層 須恵器 杯 A 25Y7/1灰 白色

B 2a層 須恵器 杯A 5Y7/1灰白色

B 2a層 須恵器 杯A 7.5Y7/1灰 白色

B 2 2a層 須恵器 杯 A 75Y7/1灰 白色

B 2a層 須恵器 杯A N7/0灰 白色

B 2a層 須恵器 杯 A 5Y7/1灰白色 ヘラ切り痕未調整

B 9 2a層 須恵器 杯 A 75Y7/1灰 白色

B 2a層 須恵器 杯B 7.5YR6/2灰掲色

B 2a層 須恵器 杯B N7/0灰 白色

B 2a層 須恵器 杯B 5Y8/1灰 白色

B 4 2a層 須恵器 杯 A 5Y7/1灰 白色 底部外面ヘラ記号

B 8 2a)薯 須恵器 杯 A 75Y7/1灰 白色 底部外面に墨書「□人」

B 2a層 須恵器 蓋 25Y7/2灰 黄色 8C～9C前半

B 2a層 須恵器 蓋 N6/0灰色 8C～9C前半

B 2a'習 須恵器 蓋 122 N7/0灰 白色 8C～9C前半

B 2 2a層 須恵器 蓋 N6/0灰色 8C～9C前半

B 2a層 須恵器 蓋 N6/0灰色 8C～9C前半

B 3 2a'蕃 須恵器 蓋 N6/0灰色 8C～9C前半

B 2 2a層 須恵器 蓋 25Y8/1灰 白色 8C～9C前半

B 3 2a層 須恵器 甕 10YR6/1褐灰色

B 2a層 須恵器 N7/0灰 白色

B 2 2a層 珠洲 甕 N6/0灰色

B 3 2a層 珠洲 甕 75Y7/1灰 白色

B 2a層 珠 洲 奏 N7/0灰 白色

B 3 2a層 珠洲 悟鉢 N7/0灰 白色 13C中菜～14C第3

B 3 2a)雷 中世土師器 皿 10YR8/3浅黄橙色 内面煤付着

B 3 2a)習 中世土師器 皿 10YR8/2灰白色 外面煤付着

B 2 2a層 土師器 椀 25Y8/2灰 白色 内面黒色

B 2a)習 土師器 椀 25Y7/2灰 黄色 内面煤付着
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第 3表 遺物観察表

番号 地区名
座 標

遺構番号 出土層位 種 別 器 種
径

ｍ，
日
ぐｃ
離
ｍ
絲
ぐｃｍナ

胎  土 備  考
X Y

B 2 2a'膏 青磁 碗 122 N7/0灰 白色 釉薬7.5GY7/1明 緑灰色

B 2 2a層 伊万里 紅 皿 N8/0灰 白色

C 7 SD35 須恵器 杯 A 75Y7/1灰 白色

C 3 SD35 須恵器 杯A 5Y7/1灰白色

C 3 SD35 須恵器 杯B 25Y7/1灰 白色 重ね焼き痕

C 7 SD35 須恵器 10YR6/1褐灰色 内面自然釉 6C代

C 3 SD35 弥生土器 甕 25Y8/2灰 白色 弥生後期

C 3 SD35 土師器 10YR7カ にぶい黄橙色

C 4 SD35 土師器 10Y障/2にぶい黄栓色

C 7 SD35 土師器 鍋 25Y7/2灰責色 足鍋の脚

C 7 SD35 土師器 鍋 25Y6/1黄灰色 足鍋の脚 外面燥付着

C 8 SD36 須恵器 杯B 5Y8/1灰白色

C 8 SD36 須恵器 瓶 N7/0灰白色

C 3 SD36 土師器 10YR7れ にぶい黄橙色

C 7 SD36 土師器 甕 75YR7/2明褐灰色

C 2 SK18 須恵器 杯 5Y7/1灰白色

C 7 2a層 須恵器 杯 H 7.5Y7/1灰 白色 7C第2

C 3 2a層 須恵器 杯 7.5Y7/1灰 白色

C 3 2a層 須恵器 杯A 2.5Y7/ユ 灰白色

C 3 2a層 須恵器 杯A N7/0灰 白色

C 3 2a層 須恵器 杯B N7/0灰 白色

C 3 2a層 須恵器 杯 B N6/0灰色

C 3 2a層 須恵器 杯 B 75Y7/1灰 白色

C 7 2a層 須恵器 杯B 7.5Y7/1灰 白色

C 2a層 須恵器 蓋 N7/0灰 白色

C 3 2a層 須恵器 士璽 25Y7/1灰 白色 外面自然釉付着

C 3 2a層 須恵器 円面硯 N6/0灰色 体部外面ヘラ記号

C 7 2a層 越中瀬戸 皿 75YR73にぶい橙色 印花文 重ね焼き痕

C 3 2a層 伊万里 紅皿 75Y8/1灰 白色 18C末～幕末頃

C 3 2a層 中世土師器 皿 25Y8/2灰 白色

C 3 2a層 土師器 ミニチュア 25Y7/2灰 黄色 5C後半

C 3 2a層 土師器 10YR8/2灰白色 外面赤彩

C 7 2a層 土師器 高杯 25Y8/2灰 白色

C 3 2a層 土師器 高杯 75YR7/4にぶい橙色

C 2a層 珠洲 12.2 N7/0灰 白色

C 3 2a層 珠洲 橋鉢 N6/0灰色

C 5 2a層 金属製品 銭 開元通費

C 2 2a層 金属製品 銭 寛永通費

D SD37 須恵器 杯A 5Y7/1灰白色

D 3 SD37 須恵器 杯 12.3 75Y7/1灰 白色
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番号 地区名
座 標

遺構番号 出土層位 種 別 器 種
径

ｍナ
日
ぐｃ

底径
(cm)

器高
(cm)

胎  土 備  考
X Y

D SD37 須恵器 杯 16.8 75Y6/1灰色

122 D SD37 須恵器 杯 B N6/0灰色

D SD37 須恵器 杯 B 5Y7/1灰 白色

D 4 SD37 須恵器 杯B N7/0灰 白色

D SD37 須恵器 杯B 25Y7/1灰 白色

D SD37 須恵器 蓋 12.6 N6/0灰色

D 4 SD37 須恵器 蓋 152 5Y6/1灰色

D SD37 須恵器 棗 75YR6/1褐灰色 6C後半～7C前半

D SD37 須恵器 甕 12.3 7.5Y7/1灰 白色

D 4 SD37 中世土師器 皿 25Y8/2灰 白色

D SD37 中世土師器 皿 25Y8/2灰 自色

D SD37 中世土師器 皿 12,0 10YR8/3浅 責橙色

D SD37 越中瀬戸 皿 5YR7/4にぶい橙色

D SD37 越中瀬戸 皿 10YR7/4にぶい黄橙色 削り出し高台

D SD37 越中瀬戸 皿 10YR7/2に ぶい黄橙色 削り出し高台

D SD37 伊万里 碗 N8/0灰 白色 団鶴 18C後半

D 2a)琶 須恵器 杯B 25Y7/1灰 白色

D 2a層 須恵器 杯B 5Y7/1灰白色

D 2a層 須恵器 杯B N7/0灰 白色

D 2a)詈 須恵器 杯B 75Y7/1灰 白色

D 4 2a)習 須恵器 杯B 7.5Y7/1灰 白色 内底面ヘラ記号

D 2a層 須恵器 杯 25Y7/2灰黄色

143 D 7 2a)詈 須恵器 杯 75Y7/1灰 白色

D 4 2a層 須恵器 杯 N7/0灰 白色

D 2a層 須恵器 壷蓋 N7/0灰白色 8C後半

D 2a'琶 唐津 悟鉢 2.5YR5/3にぶい赤褐色

D 2a層 土師器 高杯 75YR8/3浅黄橙色

D 2a層 土師器 高杯 5YR7/6橙 色

D 2a層 土師器 小型壷 25Y8/2灰 白色 5C中葉～後半

D 3 2a層 土師器 椀 10YR8/2灰白色 内面黒色

D 2a層 中世土師器 皿 25Y7/2灰 黄色 内外面炭化物付着

D 2a層 越中瀬戸 皿 1■4 75YR7/3にぶい橙色 削り出し高台

D 2a層 金属製品 銭

D 2a層 金属製品 銭 寛永通費

E SD37 須恵器 杯B N7/0灰 白色

E SD37 須恵器 杯 B N7/0灰 白色

E 4 SD37 珠洲 N6/0灰色 外面ヘラ記号

E SD37 須恵器 甕 10YR7/1灰白色 8C代

E 125 SD37 珠 洲 悟鉢 N6/0灰色 14C後半～15C前半

E SD37 弥生土器 鉢 2.5Y8/2灰 白色 弥生中期

第 4表 遺物観察表
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番号 地区名
座 標
遺構番号 出土層位 種 別 器 種

口径

(cm)
酷
ぐｃｍナ

器高

(cm)
胎   土 備  考

X Y

E 4 SD37 伊万里 盃 N8/0灰 白色

E 4 SD37 伊万里 碗 75Y8/1灰 白色

163 E 133 4 SD37 伊万里 碗 25Y7/1灰 白色

F 162 5 SD37 石製品 勾玉 25GY71オ リーブ灰色 研磨途中未製品

E 4 SD37 金属製品 煙雹 吸田部

166 E 5 SD37 金属製品 銭 寛永通賓

167 E 3 3層 木製品 木簡 25Y7/3浅黄色 近世荷札木簡 ?

E 3 SK56 土師器 甕 75YR7/4に ぶい橙色 外面煤付着

E 4 SD62 土師器 10YR7/3に がい責橙色 外底面煤付着

F 4 SD37 須恵器 杯B N7/0灰 白色

F 4 SD37 須恵器 壷蓋 5Y7/1灰 白色 8C後半

F 4 SD37 珠洲 発 N6/0灰色 13C中 葉～後半

E 3 2a層 須恵器 杯 5Y8/1灰白色

E 3 2a層 須恵器 杯B N6/0灰色

175 E 3 2a層 須恵器 杯B N7/0灰 白色

176 F 8 2a層 須恵器 杯 75Y7/1灰 白色

177 F 9 2a'国 須恵器 杯 B 5G6/1緑灰色

F 3 2a層 須恵器 瓶 N7/0灰白色

F 3 2a層 弥生土器 奏 25Y8/2灰 白色 弥生中期

E 5 2a層 石製品 N7/0灰 白色 管玉未製品 ?

F 7 2a層 金属製品 煙管 首部

F 7 2a層 金属製品 煙管 吸口部

A 5 SD18 須恵器 杯 A 5Y8/1灰 白色 外底面ヘラ記号

184 A 1 7 SD20 土師器 奏 10YR72にぶい責橙色 古墳前期

A l 7 SD20 土師器 奏 25Y7/2灰 責色 古墳前期

B SK26 須恵器 杯 B 5Y7/1灰白色

B 5 SK26 土師器 椀 10YR7/3に ぶい黄橙色

B 5 SK26 土師器 甕 10YR7/2に ぶい黄橙色 古墳前期

A 1( 8 2b層 須恵器 杯A 5YR7/1明褐灰色

A 4 2 2b層 須恵器 杯A 5Y8/2灰白色

A 4 5 2b層 須恵器 杯 B 102 7.5Y7/1灰 白色

A 3 2b層 須恵器 杯 B 5Y6/1灰色 8C第2

A 8 2b層 須恵器 5YR6/1褐灰色

A 3 2b層 珠洲 甕 5Y7/1灰白色 13C中葉～後半

A 3 2b層 土師器 鉢 276 25Y7/1灰 白色

A 5 3層 土師器 甕 10YR8/3浅責橙色 古墳前期

A 5 3層 土師器 甕 25Y7/2灰 黄色 古墳前期

B 2b層 須恵器 杯 A 2.5YR6/4にぶい橙色 焼成不良

B 1 2b層 須恵器 杯A 75Y7/1灰 白色

B 3層 須恵器 杯 A 5Y6/2灰 オリーブ色

第 5表 遺物観察表
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第 6表 遺物観察表

番号 地区名
座 標

遺構番号 出土層位 種 別 器 種 略
ｍ
離
鰤
器高
(cm)

胎  土 備  考
X Y

B 2b層 須恵器 杯B 5Y8/1灰白色

202 B 2b層 須恵器 杯 B N7/0灰 白色

203 B 2b層 須恵器 N6/0灰色 外面自然釉 6C代 ?

B 2b層 須恵器 蓋 N7/0灰 白色

205 B 1 2b層 須恵器 蓋 5Y7/1灰白色

206 B 2b層 須恵器 蓋 5Y6/1灰色

B 2b層 須恵器 甕 N7/0灰 白色

B 2b層 土師器 器 台 75YR8れ 浅責橙色 内外面赤彩 古墳前期
209 B 2b層 中世土師器 皿 25Y8/2灰 白色

B 4 2b層 中世土師器 皿 25Y8/2灰 白色

B 2b層 中世土師器 皿 10YR8/2灰白色

212 B 3層 土製品 土錘 10YR7ル にぶい黄橙色

B 4 3層 土製品 土錘 2.5Y8/2灰 白色

B 2b層 金属製品 銭 大観通賓

215 B 40 2b層 金属製品 銭 寛永通費

216 B 2b層 金属製品 銭 寛永通費

C SD47 須恵器 杯A 5Y7/1灰白色 内底面ヘラ記号

C SD47 土師器 25Y7/2灰 黄色

219 C SD47 土師器 発 10YR6/3に ぶい黄橙色

220 C SK40 弥生土器 ? 高杯 10YR7/3に ぶい黄橙色 弥生後期 ?

C SK40 弥生土器 語 2.5Y7/2灰 黄色 外面媒付着 弥生後期

222 C 4 SK35 須恵器 蓋 N7/0灰 白色 内面墨痕

223 C SK32 須恵器 杯 B 75Y8/1灰 白色

C SK32 須恵器 杯 16.2 5Y7/1灰白色

225 C SK32 須恵器 蓋 5Y8/1灰白色

226 C SK32 珠洲 甕 5Y7/1灰白色

227 C 3層 弥生土器 器台 10YR8/2灰白色 弥生後期

228 C 3層 土師器 7.5YR7/4にぶい橙色

229 C 3層 弥生土器 器台 25Y7/2灰 責色 弥生後期

C 3層 土師器 2.5Y8/2灰 白色 外面煤付着 外底面ヘラ記号

C 3層 土師器 lllYR73に ぶい黄橙色 外面煤付着 外底面ヘラ記号

232 C 3層 土師器 器台 10YR72にぶい黄橙色

C 3層 土師器 器台 10YR73にぶい黄橙色 円孔4箇所

234 C 3層 土師器 奏 10Y暫/2にぶい黄橙色

235 C 3層 土師器 養 7.5YR8/3浅黄橙色

C 4 3層 土師器 甕 2.5Y7/2灰 黄色

237 C 3層 須恵器 蓋 N7/0灰 白色

238 C 2b層 須恵器 蓋 15.5 75Y7/1灰 白色

C 4 3層 須恵器 壺蓋 140 75Y7/1灰 白色

C 3層 須恵器 杯B N6/0灰色
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第 7表 遺物観察表

番号 地区名
座 標

遺構番号 出土層位 種 別 器 種
径

ｍ，
口
てｃ

底径
(伽 )

器高
(cm)

胎   土 備  考
X Y

C 5 2b層 須恵器 杯 B 102 25Y8/1灰 白色

242 C 3 2b層 須恵器 杯B 5Y7/1灰白色 外底面墨痕

C 7 3層 須恵器 杯 A 7.5Y7/1灰 白色

C 3 2b層 須恵器 高杯 N6/0灰色 6C後半～7C前半 ?

C 4 3層 須恵器 甕 5Y7/2灰白色

C 5 2b層 土製品 土錘 25Y8/2灰 白色

247 C 5 3層 弥生土器 奏 75YR7/4に ぶい橙色 弥生後期

C 3 3層 土師器 甕 15,7 10YR7/3に ぶい黄橙色

C 4 3層 土師器 甕 25Y8/2灰 白色 外底面ヘラ記号

250 C 4 3層 土師器 甕 10YR8/1灰白色 外底面ヘラ記号

251 C 4 3層 土師器 甕 2.5Y7/2灰 黄色

C 4 3層 弥生土器 室 127 2.5Y7/3浅 黄色 弥生後期

253 C 4 3層 弥生土器 士壁 157 5Y7/1灰白色 弥生後期

C 4 2b層 弥生土器 台付鉢 5YR7/6橙色

C 3 2b層 土師器 蓋 75YR7/4に ぶい橙色 古墳前期

256 C 5 3層 土師器 甕 10YR7/2に ぶい黄橙色 ミニチュア土器

257 C 7 3層 弥生土器 高杯 10YR8/3浅黄橙色 弥生後期

C 2 3層 弥生土器 高杯 75YR8/3浅 責橙色 弥生後期

C 2 2b層 弥生土器 器台 2.5Y8/2灰 白色 外面赤彩 弥生後期

260 C 2 2b層 弥生土器 10YR7/2に ぶい黄橙色

D 4 SD48 須恵器 甕 N7/0灰 白色

262 D 4 SD48 須恵器 杯B N7/0灰 白色

263 D 4 SD48 土師器 椀 25Y8/2灰 白色 内面黒色

D 3 SD51 土師器 甕 10YR7/2に パい黄橙色

265 D 3 SD51 弥生土器 質 10YR8/2灰白色 弥生中期

D 107 4 SD51 弥生土器 10YR8/2灰白色 弥生中期

D 3 SD51 弥生土器 無顕壷 25Y8/3淡 黄色 弥生中期後半

268 D 4 2b層 須恵器 杯A 125 25Y8/1灰 白色

D 3 2b層 須恵器 杯 B N7/0灰 白色

D 4 2b層 須恵器 杯 B 106 75Y7/1灰 白色

D 5 3層 須恵器 杯B N6/0灰色

272 D 7 3層 須恵器 杯 N7/0灰 白色

273 D 3 3層 須恵器 25Y7/1灰 白色

D 5 2b層 珠洲 橋鉢 75Y7/1灰 白色 13C中葉～14C第 3

275 D 4 2b層 須恵器 甕 N7/0灰 白色 8C代

276 D 3 2b層 土師器 甕 25Y7/2灰 黄色

277 D 3 3層 弥生土器 奏 10YR3/2灰白色 弥生中期

278 D 3 2b層 土師器 甕 10YR8/2灰白色

279 D 2 2b層 土師器 奏 25Y8/2灰 白色

280 D 7 3層 土師器 10YR8/2灰白色
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第 3表 遺物観察表

番号 地区名
座 標

遺構番号 出土層位 種 別 器 種
径

ｍナ
ロ

くｃ

底径
(cm)

器高

(cm)
胎   土 備  考

X Y

281 E 127 SK76 弥生土器 士霊 10YR8/31表責橙色 弥生中期

E 127 4 SK76 弥生土器 霊 25Y7/1灰 白色 弥生中期

E 127 SK76 弥生土器 霊 25Y7/3浅 黄色 弥生中期

E SK76 弥生土器 霊 175 25Y8/2灰 白色 弥生中期

285 E SK76 弥生土器 無頸壷 25Y8/3淡 黄色 弥生中期

E 127 4 SK76 弥生土器 無顕壷 10YR8/3浅責橙色 弥生中期

287 E 4 SK76 弥生土器 25Y6/2灰黄色 外面煤付着 弥生中期

288 E SK76 弥生土器 75YR7/6橙色 弥生中期

E 4 SK76 弥生土器 10YR6/2灰黄褐色 外面煤付着 弥生中期

E SK76 弥生土器 25Y7/2灰黄色 弥生中期

E 4 SK76 弥生土器 甕 156 10YR8/4浅責橙色 外面煤付着 弥生中期

E 4 SK76 弥生土器 発 183 2.5Y7/2灰 黄色 弥生中期

E 3 SK76 弥生土器 甕 10YR7/3に ぶい黄橙色 外面煤付着 弥生中期

E 4 SK76 弥生土器 甕 213 10YR8/3浅黄橙色 外面煤付着 底部穿孔

295 E 3 SK76 弥生土器 甕 10YR3/2灰白色 弥生中期

E 3 SK76 弥生土器 甕 10YR7/2に ぶい責橙色 外面煤付着 殊生中期

E 4 SK76 弥生土器 奏 25Y7/1灰 白色 外面煤付着 弥生中期

298 E 127 4 SK76 弥生土器 台付鉢 18.2 75YR7/4に ぶい橙色 弥生中期

E 4 SK76 弥生土器 25Y8/2灰 白色 弥生中期

E 4 SK76 石製品 砥石

E 6 SK81 弥生土器 霊 25Y6/1責灰色 弥生中期

E 7 SK81 弥生土器 士霊 25Y8/3淡 黄色 弥生中期

303 E 7 SK81 弥生土器 霊 10YR7/3に ぶい黄橙色 弥生中期

E 6 SK81 弥生土器 宝 10YR7/3に ぶい黄橙色 弥生中期

305 E 7 SK81 弥生土器 士霊 10YR7/3に ぶい黄橙色 弥生中期

E 7 SK81 弥生土器 甕 75YR8/4浅責橙色 外面煤付着 弥生中期

E 7 SK81 弥生土器 甕 25Y8/2灰 白色 外面煤付着 弥生中期

E 7 SK81 弥生土器 甕 25Y7/3浅 責色 外面煤付着 弥生中期

E 7 SK81 弥生土器 弩 10YR8/2灰白色 外面煤付着 弥生中期

E 7 SK81 弥生土器 霊 75YR8/3浅黄橙色 東日本系 弥生中期

E 7 SK81 弥生土器 士霊 25Y8/1灰 白色 東日本系 弥生中期

E 7 SD73 土師器 甕 10YR7/2に ぶい黄橙色 9C代

E 7 SD73 土師器 奏 10YR8/3浅黄橙色 9C代

E 7 SD73 中世土師器 皿 25Y8/2灰 白色 内底面媒付着

E 7 SD73 須恵器 杯 N7/0灰白色

316 E 7 SD73 須恵器 杯A N7/0灰白色

E 7 SD73 須恵器 蓋 5Y7/1灰 白色

E 7 SD73 須恵器 蓋 10YR7/2に ぶい黄橙色

E 7 SD73 石製品 勾玉 75Y8/1灰 白色 ヒスイ

320 E 7 SD73 金属製品 銭 開元通費
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第 9表 遺物観察表

番号 地区名
座 標

遺構番号 出土層位 種 別 器 種
径

ｍナ
日
くｃ
離
くｃｍ，
綿
くｃｍ，

胎  土 備  考
X Y

E 3 SD70 弥生土器 奏 10Y暫/2にぶい黄栓色 外面煤付着 弥生中期
322 E 3 SK90 弥生土器 士堕 10YR8/2灰白色 弥生中期

323 E 3 SK90 弥生土器 10YR7/2に ぶい黄橙色 弥生中期

324 E 3 SK90 弥生土器 甕 25Y6/1黄灰色 弥生中期

325 E 2 SD71 弥生土器 壷 7.5YR7/4にぶい橙色 弥生中期

326 E 4 SD71 弥生土器 甕 75YR″4にぶい橙色 外面煤付着 弥生中期
327 E 3 SD72 弥生土器 甕 7.5YR8/1灰白色 外面煤付着 弥生中期

328 E 2 SD72 弥生土器 更 10Y暫/4にぶい黄橙色 東日本系 ? 弥生中期

329 E 5 SD74 須恵器 蓋 5Y7/1灰白色

330 E 133 3 3層 須恵器 杯 B N7/0灰白色

E 3 2b層 須恵器 杯B N6/0灰色

332 E 3 2b層 須恵器 杯B 7.5YR6/1褐灰色

333 E 7 3層 須恵器 杯B 75Y7/1灰 自色

E 7 3層 須恵器 杯A 75Y7/1灰 白色

335 E 8 3層 須恵器 杯 A 5Y8/1灰 白色 内面煤付着

336 E 3 2b層 須恵器 士霊 N6/0灰色

337 E 3 2b層 珠洲 橋鉢 N7/0灰 白色 13C中葉～14C第3

338 E 4 3層 越中瀬戸 皿 10Y暫/3にがい黄橙色

339 E 3 3層 弥生土器 鉢 154 25Y8/2灰 白色 弥生中期

E 3 2b層 弥生土器 10YR8/3浅黄橙色 弥生中期

E 2 3層 弥生土器 25Y8/2灰 白色 弥生中期

F 157 6 SD73 須恵器 杯H 2.5Y7/1灰 白色 7C前半

343 F 8 SD73 須恵器 杯 H 25YR5/1赤灰色

344 F 8 SD73 須恵器 杯 A 25Y7/1灰 白色

F 8 SD73 須恵器 杯A N6/0灰色

F 6 SD73 須恵器 杯 A 75Y7/1灰 白色

F 6 SD73 須恵器 杯 10YR7/3に ぶい黄橙色

F 8 SD73 須恵器 杯B 5Y6/1灰色

F 8 SD73 須恵器 杯 B 25Y8/1灰 白色

350 F 8 SD73 須恵器 甕 2.5Y7/1灰 白色

F 7 SD73 須恵器 甕 2.5Y8/1灰 白色

352 F 8 SD73 珠 洲 奏 7.5Y6/1灰 色

353 F 6 SD73 珠洲 悟鉢 N7/0灰 白色 13C中葉～14C第3

F 8 SD73 珠洲 悟鉢 75YR7/3にぶい橙色

355 F 5 SD73 越中瀬戸 向付 2.5Y7/1灰 白色 鉄釉

356 F 8 SD73 土師器 甕 2.5Y7/2灰 黄色

F 5 SD73 土師器 高杯 10YR8/3浅黄橙雀

358 F 7 SD73 土師器 高杯 10YR3/2灰白色 古墳前期

359 F 154 8 SD73 土師器 5Y5/1灰色

F 6 SD73 土師器 10YR3/2灰白色
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第10表 遺物観察表

番号 地区名
座 標
遺構番号 出土層位 種 別 器 種

径

ｍ＞
口
ぐｃ

底径
(cm)

器高
(cm)

胎  土 備  考
X Y

F 7 SD73 中世土師器 皿 25Y8/2灰 白色

F SD73 中世土師器 皿 10YR3/3浅黄橙色

F SD73 石製品 石鏃 10YR5/1褐灰色 凹基式

F 159 SD73 石製品 石 鏃 5Y6/2灰 オリーブ色 凹基式

365 F 7 SD73 金属製品 銭 紹聖元賓

F 7 SD73 瓦 平瓦? 25Y8/2灰 白色

367 F 7 SD73 石製品 砥 石 10YR7/4に パい黄橙色

868 F SD80 須恵器 杯H 5Y8/1灰白色 7C前半

369 F 3 SD30 須恵器 杯 H 10YR8/3浅黄橙色 7C前半

F SD80 須恵器 霊 5Y5/1灰色 内外面自然釉付着

371 F SD80 須恵器 貿 126 25Y7/1灰 白色

372 F SD80 土師器 甕 10YR7/4に ぶい黄橙色 9Cイt

F 3 SD80 土製品 紡錘車 25Y7/2灰黄色

F SD80 珠洲 董 222 2.5Y8/1灰 白色

375 F SD80 珠 洲 橋鉢 N7/0灰白色

F SK109 土師器 霊 10YR6/2灰責褐色 外面煤付着 古墳前期

377 F 2 SK109 土師器 霊 282 10YR7/2に ぶい黄橙色 外面媒付着 古墳前期

F 2 SK109 土師器 士望 220 10YR7/2に ぶい黄橙色 外面煤付着 古墳前期

F 2 SK109 土師器 甕 244 75YR7/4に ぶい橙色

F 3 3層 須恵器 杯B 25Y8/1灰 白色 墨書「波」ヘラ記号

F 4 3層 弥生土器 霊 10YR7/2に ぶい責橙色 弥生中期

F 5 3層 弥生土器 甕 10YR7/3に ぶい黄橙色

F 4 3層 弥生土器 甕 25Y7/2灰 責色 外面煤付着 弥生中期

F 4 3層 弥生土器 10YR7/2に ぶい黄橙色

F 4 3層 弥生土器 7.5YR8/3浅黄橙色

386 F 5 3層 土師器 甕 5Y4/1灰色 外面煤付着 古墳前期

F 3 3層 土師器 高杯 25Y6/1黄灰色

388 G 194 3 SD91 土師器 と霊 143 5Y7/1灰白色

G 2 SD91 弥生土器 霊 75YR8/4浅黄橙色

G 3 SD91 弥生土器 25Y7/2灰 黄色

G 3 SD91 弥生土器 鉢 25Y7/2灰 黄色 弥生中期

392 G 4 SD91 須恵器 蓋 N6/0灰色 6C代

G 2 SD91 土師器 高杯 5YR7/6橙 色

G 2 SD91 土師器 高杯 5YR7/6橙 色

395 G 2 SD91 土師器 高杯 5YR7/6橙色 杯部内面黒色処理

396 G 2 SD91 土師器 高杯 5YR7/6橙 色

397 G 2 SD91 石製品 石鏃 25Y3/1黒褐色 凸基式

398 G 2 SD91 土師器 椀 25Y8/2灰 白色 内面黒色処理 6C前半 ?

399 G 2 SD91 土師器 椀 5YR7/4に ぶい橙色

G 3 SD91 土師器 甕 10YR7/3に ぶい黄橙色 外面煤付着
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第11表 遺物観察表

番号 地区名
座 標

遺構番号 出土層位 種 別 器 種
径

ｍ，

口

ぐｃ

底径
(cm)

器高
(cIIl)

胎  土 備  考
X Y

G 3 SD91 土師器 奏 25Y6/1黄灰色 外面煤付着

G 4 SD89 弥生土器 無頸壷 25Y8/2灰 白色 東日本系 ? 弥生中期

G 4 SD89 弥生土器 25Y8/2灰 白色

G 5 SD83 弥生土器 霊 75YR8/4浅責橙色 東海系 ? 弥生中期

G 2 SD90 弥生土器 10YR8/3浅責橙色

G 2 SD90 弥生土器 25Y6/1黄灰色

G 2 SD90 弥生土器 望 2.5Y8/2灰 白色 弥生中期

G 4 SD90 弥生土器 士霊 10YR8/2灰白色 弥生中期

G 7 SD73 弥生土器 霊 222 2.5Y6/1黄 灰色 弥生中期

G 197 8 SD73 土師器 霊 5Y4/1灰色

G 8 SD73 土師器 士質 10YR7/3に ぶい黄橙色

G 7 SD73 弥生土器 霊 25Y7/2灰 黄色

413 G 5 SD73 弥生土器 無頸壷 25Y8/2灰 白色 弥生中期

G 8 SD73 弥生土器 25Y8/2灰 白色

G 8 SD73 須恵器 杯 B 75Y7/1灰 白色

416 G 8 SD73 珠洲 橋鉢 289 75Y6/1灰 色

G 8 SD73 中世土師器 皿 25Y7/2灰黄色 口端部煤付着

G 8 SD73 中世土師器 皿 25Y8/2灰 白色 口端部煤・炭化物付着

G 8 SD73 中世土師器 皿 10YR8/2灰白色

420 G 8 SD73 中世土師器 皿 10YR7/3に ぶい黄橙色

G 5 SD73 金属製品 銭 寛永通賓 背波文

G 5 SD73 伊万里 皿 134 N7/0灰 白色 砂高台

423 G 5 SD73 越中瀬戸 皿 10YR7/3に ぶい黄橙色 鉄釉

G 2 3層 弥生土器 25Y8/2灰 白色

425 G 3 3層 弥生土器 10YR8/3浅 黄橙色

426 G 2 3層 土師器 椀 5Y8/1灰白色

G 3層 弥生土器 霊 25Y8/2灰 白色 弥生後期 ?

428 H 3 SX01 土師器 鉢 ? 159 25Y8/3淡黄色 外面煤付着

429 H 2 SX01 土師器 蓋 25Y8/3淡黄色

H 3 SX01 土師器 蓋 10YR8/3浅責橙色

H 3 SXOユ 土師器 甕 25Y7/2灰 黄色 外面煤付着

432 H 2 SX01 土師器 奏 25Y7/1灰 白色 外面煤付着

H 3 SX01 土師器 甕 228 25Y8/3淡 責色 外面煤付着

H 3 Sみこ0ユ 土師器 甕 10YR8/3浅責橙色

H SX01 土師器 甕 10YR8/2灰白色

H 2 SX01 土師器 甕 10YR7/3に ぶい黄橙色 外面煤付着

H 3 SXOユ 土師器 奏 25Y7/2灰黄色 外面煤付着

H SX01 土師器 甕 2.5Y7/2灰 黄色 外面煤・炭化物付着

439 H 210 3 SX01 土師器 甕 10YR7/2に ぶい責橙色 外面煤付着

H 3 SX01 土師器 奏 10YR7/2に ぶい黄橙色 外面煤付着
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第12表 遺物観察表

番号 地区名
座 標
遺構番号 出土層位 種 別 器 種 略

鰤
離
鰤
器高
(cm)

胎  土 備  考
X Y

H 3 SX01 土師器 甕 10YR72に ぶい黄橙色 外面煤付着

442 H 3 SX01 土師器 甕 2.5Y6/1黄 灰色 外面煤付着

H 3 SX01 土師器 甕 10YR7/3に ぶい責橙色 外面煤付着

444 H 2 SX01 土師器 高杯 10YR8/3浅黄橙色 外面煤付着

445 H SX01 土師器 高杯 25Y8/3淡 黄色 内外面赤彩

H SX01 土師器 器台 10YR8/2灰 白色 外面赤彩

447 H SX01 土師器 器台 2.5Y8/2灰 白色

448 H 3 SX01 土師器 器台 10YR8/3浅黄橙色 外面赤彩

H 3 SX01 土師器 器台 10YR8/2灰 白色 内外面赤彩

H SX01 土師器 器台 25Y8/2灰 白色 外面赤彩

H 3 SX01 土師器 有孔鉢 25Y7/2灰黄色 底部穿孔

452 H 3 SX01 土師器 有孔鉢 25Y8/2灰 白色 底部穿孔

H 3 SX01 土師器 堕 25Y8/3淡黄色

H SX01 土師器 霊 75YR8/2灰白色

455 H SX01 弥生土器 璽 294 25Y8/2灰 白色 弥生終末期

456 H 224 SD73 須恵器 杯A 5Y7/1灰白色

H 7 SD73 須恵器 杯 156 N6/0灰色

H 7 SD73 須恵器 蓋 7.5Y7/1灰 白色

H 7 SD73 弥生土器 堕 23.9 2.5Y7/2灰 黄色 弥生中期

H 226 7 SD73 中世土師器 皿 2.5Y7/3浅 黄色

H 7 SD73 中世土師器 皿 10YR8/2灰白色

H 202 7 SD73 金属製品 銭 永楽通賓

H 205 7 SD73 金属製品 銭 永楽通費

H 226 SD73 石製品 砥石 2.5GY8/1灰白色

H 223 7 SD73 石製品 板碑 7.5Y8/1灰 白色

H 208 7 SD73 石製品 水輪 5Y6/2灰オリーブ色 梵字「バン」14C末～15C前半

H SD97 弥生土器 一霊 317 5Y7/1灰白色 弥生中期

H SD97 弥生土器 鉢 2.5Y7/2灰 黄色 弥生中期

H 7 SK151 弥生土器 甕 21.5 10YR8/2灰白色 外面煤付着 弥生中期
H 217 SD98 弥生土器 士匡 2.5Y8/3淡 黄色 底面葉脈文 弥生中期
H 3層 弥生土器 士霊 10YR8/1灰白色 弥生中期

472 H 2b層 土師器 高杯 2.5Y7/3浅 黄色

473 H 2b層 土師器 25Y8/3淡黄色

H 212 2b層 珠洲 指鉢 5Y7/1灰自色

475 I SD73 珠洲 10YR6/1褐灰色

I 7 SD73 珠洲 悟鉢 N6/0灰色

477 I SD73 越中瀬戸 碗 5Y8/1灰白色

I 7 SD73 金属製品 銭 永楽通費

I 236 SD73 石製品 地輪 5Y6/2灰 オリーブ色

I SDl13 土師器 甕 2.5Y7/2灰 黄色 外面煤付着

I SDl13 土師器 士霊 10YR7/2に ぶい黄橙色

I SDl13 土師器 壷 2.5Y6/3に ぶい黄色

I SDl13 土師器 奏 10YR3/2灰白色 底部穿子し
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郵国章童



1.小林遺跡遠景 (北から)

2.小林遺跡遠景 (南から)



1.遺構全景〔B地区〕

(南から)

2.遺構全景に地区〕
(北から)



図版3

1.遺構全景に地区〕

(北から)

2遺構全景〔F地区〕
(北から)

3遺構全景〔G地区〕
(北から)

4.違構全景〔H地区〕

(北から)

5,遺構全景9地区〕
(北から)

6.掘立柱建物〔G地区〕
(北から)



1井戸SE01〔C地区〕
(南から)

2土坑SK76〔 E地区〕
(南から)

3土坑SK90〔 E地区〕
(東から)

4掘立柱建物SB03の

柱穴P4〔 G地区〕
(東から)

5溝SD107〔 H地区〕
(北から)

6溝 SD73 0地 区〕
(南から)

7作業風景〔C地区〕
(封ヒから)

8作業風景に地区〕
(北から)
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1溝SD01C― C'〔A地区〕
(西から)

2溝SD01D― D'〔A地区〕
(西から)

3溝SD03B― B'〔 A地区〕
(南から)

4溝SD35D― D'〔C地区〕
(南から)

5土坑SK16〔 C地区〕
(東から)

6土坑SK17〔 C地区〕
(東から)

7溝 SD37B― B'〔D地区〕
(西から)

6溝 SD37C― C'〔D地区〕
(北から)

9土坑SK55〔 E地区〕
(西から)

10溝 SD37K― K'〔F地区〕
(南から)



1溝SD20A― A'〔A地区〕
(西から)

2.溝 SD24B― B'〔 A地区〕
(南から)

3溝SD24D― D'〔 B地区〕
(西から)

4土坑SK26B― ぼ〔B地区〕
(南から)

5溝SD47A― A'〔C地区〕
(西から)

6溝SD47B― ビ〔C地区〕
(西から)

7溝SD47C― C'〔 C地区〕
(西から)

8溝SD48A― A'〔D地区〕
(南から)

9溝SD51A― A'〔D地区〕
(南から)

10溝 SD51B― ビ 〔D地区〕
(南から)
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図版7
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1溝SD71A― A'〔E地区〕
(東から)

2溝SD71B― B'〔 E地区〕
(東から)

3溝 SD71〔 E地区〕
(東から)

4溝SD72A― A'〔E地区〕
(東から)

5溝 SD73A― A'〔E地区〕
(南から)

6溝SD73B― B'〔 E地区〕
(南から)

7溝SD74A― A'〔E地区〕
(南から)

8溝SD74B― B'〔 E地区〕
(南から)

9土坑SK76B― ご〔E地区〕
(南から)

10溝 SD73C― C'〔F地区〕
(南から)
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図版8
1溝SD73〔 F地区〕

(南から)

2溝 SD73〔 F地区〕
(南から)

3土坑SKl18〔F地区〕
(東から)

4溝SD83A― A'〔G地区〕
(西から)

5溝SD83B― B'〔 G地区〕
(南から)

6溝SD89B― B'〔 G地区〕
(西から)

7溝SD91A― A'〔G地区〕
(南から)

8溝 SD97A― A'〔 H地区〕
(東から)

9溝SD97B― B'lH地区〕
(東から)

10土坑SK167C― C'

〔地区〕(南から)
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図版9
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1溝SD01〔 A地区〕
木坑列出土状況

(北から)

2溝 SD01〔 A地区〕
遺物出土状況 (南から)

3溝 SDll〔 B地区〕
遺物出土状況 (西から)

4溝 SD33〔 B地区〕
遺物出土状況 (西から)

5土坑SK56に地区〕
遺物出土状況 (西から)

6溝 SD35〔 C地区〕
遺物出土状況 (南から)

7検出面 (X:94、 Y:3)

〔D地区〕
遺物出土状況 (東から)
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1土坑SX81に地区〕
遺物出土状況 (東から)

2土坑SK81〔 E地区〕
遺物出土状況 (東から)

3土坑SK81〔 E刻]区〕
遺物出土状況 (東から)

4溝SD71に地区〕
遺物出土状況 (東から)

5溝 SD72〔 E地区〕
遺物出土状況 (東から)
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図版 11
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1上坑SK81〔 E地区〕
遺物出土状況 (北から)

2土坑SK81に地区〕
遺物出土状況 (北から)

3.土坑SK109〔F地区〕
遺物出土状況(東から)

4.土坑SK81〔 E地区〕
遺物出土状況 (東から)
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図版 12
1溝 SD89〔 G地区〕
遺物出土状況 (西から)

2溝 SD91〔 G地区〕
遺物出土状況 (西から)

3土器溜りSX01〔 H地区〕
遺物出土状況 (東から)

4土器溜りSX011H地区〕
遺物出土状況 (東から)

5■■岳溜りSX01〔 H地区〕

違物出土状況 (西から)
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図版 13
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1溝SD73〔 H地区〕

板碑出土状況 (南から)

2溝 SD73〔 H地区〕
水輪出土状況 (北から)

3溝 SD73日地区〕
地輪出土状況 (南から)



図版14

出土遺物
土器〔A・ B地区〕
SD01 SD03 SD09
SD10 包含層
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図版 15

出土遺物
土器・陶磁器

包含層〔B・ C地区〕

64112

6957



図版 16

出土遺物
土器・木製品・石製品。

金属製品〔C～ F地区〕
SD35 SD37 包合層

164

9184



図版 17

出土遺物
土器〔A・ B地区〕
SD18 包含層
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183
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図版 18
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出土遺物
土器〔C地区〕
SK40 包含層

229

219                            235                            231



図版 19

出土遺物
土器〔C地区〕
包含層

256

259

238

243



出土遺物
上器〔D地区〕
SD51 包含層

図版20

275

278
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図版21

出土遺物
土器・石製品
SK76〔 E地区〕

298 293



図版22
出土遺物
土器〔E地区〕
SK81



図版23
出土遺物
土器・石製品に地区〕
SD71～ SD73 包含層
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358
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図版24
出土還物
上器〔F地区〕
SD80 SK109 包含層



図版25
出土遠物
土器〔G地区〕
SD91

393 398

399394
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図版26
出土遺物
土器・陶磁器・石製品

〔G地区〕
SD73 SD83 SD89
SD91



図版27
出土遺物
土器〔H地区〕
SX01

433436



出土遺物
土器〔H地区〕
SX01

図版28
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図版29
出土遠物
土器〔H地区〕
SX01

450 451

452



図版30
出土遺物
土器・石製品〔H地区〕
SD73 SD97 SK151
包含層

459



図版31

出土遺物

獣骨・金属製品

〔B～ 1地区〕
SD37 SD73 包含層
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ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コ ー ド 緯

″

レ
し 経

″

東

ｏ

調査期間 調査面積

m

調査原因

市町村 遺跡番号

こばやしいせき

小林遺跡 富山県射水郡

大島町小林

16382 384008 36度

43す)

55オ少

137】護

4分

28カ少

平成9年度

19970820～

19971217

1,000■だ 幹線町道

建設事業

に伴う事

前調査平成10年度

19980511-

19980909

2,300�

平成11年度

19990406-

20000ユ 13

4,300∬

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

小林遺跡 集落跡 弥生時代 溝・土坑 弥生土器 。石鏃・勾

玉・砥石

古墳時代 溝 土坑 井戸 土師器

古  代 溝・掘立柱建物

土坑

土師器・須恵器

中  世 溝・土坑 珠洲・中世土師器

瀬戸美濃・石製品

近世以降 溝 。土坑 肥前陶磁・越中瀬戸

木製品 。金属製品




